
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液
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晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画素
における階調値の時間的な変化に基づいて補正して出力する画像データ処理装置であって
、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像データに対応する
符号化画像データを出力する符号化回路と、
前記符号化回路により出力される符号化画像データを復号化して前記現フレームの画像デ
ータに対応する第１復号化画像データを出力する第１復号化回路と、
前記符号化回路により出力される符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延する
ことにより、前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する符号化画像データを
出力する遅延回路と、
前記遅延回路により出力される符号化画像データを復号化して前記現フレームの１フレー
ム前の画像データに対応する第２復号化画像データを出力する第２復号化回路と、
前記第１復号化画像データ及び前記第２復号化画像データに基づいて、前記現フレームと
当該現フレームの１フレーム前の画像との間における階調値の変化量を算出する変化量算
出回路と、
前記現フレームの画像データ及び前記変化量に基づいて、前記現フレームの１フレーム前
の画像データに対応する１フレーム前再生画像データを再生する画像再生回路と、
前記現フレームの画像データ、および前記１フレーム前再生画像データに基づいて、前記



画像データ処理
装置。
【請求項２】

画像データ処理装置。
【請求項３】

画像データ処理装置。
【請求項４】

画像データ処理装置。
【請求項５】

画像データ処理装置。
【請求項６】

画像データ
処理装置。
【請求項７】

画像データ処理装置。
【請求項８】
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現フレームの画像データを補正する補正回路とを備えたことを特徴とする

補正回路は、補正された現フレームの画像データを格納したルックアップテーブルを備え
、現フレームの画像データ、および１フレーム前再生画像データに基づいて、前記ルック
アップテーブルから補正された画像データを読み出すことを特徴とする請求項１に記載の

補正回路は、現フレームの画像データおよび１フレーム前再生画像データのうちいずれか
一方または両方の量子化ビット数を削減することにより、ビット数変換された現フレーム
の画像データおよび／またはビット数変換された１フレーム前再生画像データを出力する
データ変換回路を備え、
前記ビット数変換された現フレームの画像データおよび前記ビット数変換された１フレー
ム前再生画像データ、前記ビット数変換された現フレームの画像データおよび前記１フレ
ーム前再生画像データ、または前記現フレームの画像データおよび前記ビット数変換され
た１フレーム前再生画像データに基づいて、ルックアップテーブルから補正された画像デ
ータを読み出すことを特徴とする請求項２に記載の

現フレームの画像データと、１フレーム前再生画像データとの差分に基づいて、ルックア
ップテーブルから読み出される画像データの階調値を制限する制限回路をさらに備えたこ
とを特徴とする請求項３に記載の

補正回路は、液晶または当該液晶近傍の温度に基づいて現フレームの画像データの補正量
を制限することを特徴とする請求項１に記載の

補正回路は、異なる補正量において補正された前記現フレームの画像データを格納した複
数のルックアップテーブルを備え、
前記現フレームの画像データ、および前記１フレーム前再生画像データ、ならびに液晶ま
たは当該液晶近傍の温度に基づいて、前記ルックアップテーブルのいずれかから補正され
た前記現フレームの画像データを読み出すことを特徴とする請求項５に記載の

液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、階調値の時
間的な変化に基づいて補正して出力する画像データ処理装置であって、
現フレームの画像データを所定の圧縮率において符号化することにより、当該現フレーム
の画像データに対応する符号化画像データを出力する符号化回路と、
前記符号化回路により出力される前記符号化画像データを復号化することにより前記現フ
レームの画像データに対応する第１復号化画像データを出力する第１復号化回路と、
前記符号化回路により出力される前記符号化画像データをメモリに書き込み、１フレーム
に相当する期間遅延して読み出すメモリ制御回路と、
前記メモリ制御回路により読み出される前記符号化画像データを復号化することにより、
前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する第２復号化画像データを出力する
第２復号化回路と、
前記第１復号化画像データ、および前記第２復号化画像データに基づいて、前記現フレー
ムの画像データを補正する補正回路とを備え、
前記符号化回路は、前記メモリ制御回路が前記メモリに対して前記符号化画像データの書
き込みおよび読み出しを１フレーム期間内に行うことが可能となるよう前記現フレームの
画像データの圧縮率を設定することを特徴とする

画像データ補正回路は、液晶が、略１フレーム期間以内に、現フレームの画像データによ



画像データ処理装置。
【請求項９】

。
【請求項１０】

。
【請求項１１】

。
【請求項１２】

。
【請求項１３】

。
【請求項１４】

。
【請求項１５】
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り定められる所定の階調値に対応する透過率となるよう前記現フレームの画像データを補
正することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の

液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、前記各画素
における階調値の時間的な変化に基づいて補正する画像データ処理方法であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像データに対応する
符号化画像データを生成し、
前記符号化画像データを復号化することにより得られる前記現フレームの画像データに対
応する第１復号化画像データ、および
前記符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延して復号化することにより得られ
る前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する第２復号化画像データに基づい
て、前記現フレームと当該現フレームの１フレーム前の画像との間における階調値の変化
量を算出し、
算出された前記変化量、および前記現フレームの画像データに基づいて、前記現フレーム
の１フレーム前の画像データに対応する１フレーム前再生画像データを再生し、
再生された前記１フレーム前再生画像と、前記現フレームの画像データに基づいて、前記
現フレームの画像データを補正することを特徴とする画像データ処理方法

補正された現フレームの画像データを予め格納し、現フレームの画像データ、および１フ
レーム前再生画像データに基づいて、前記画像データを読み出すことを特徴とする請求項
９に記載の画像データ処理方法

現フレームの画像データおよび１フレーム前再生画像データのうちいずれか一方または両
方の量子化ビット数を削減することにより、ビット数変換された現フレームの画像データ
および／またはビット数変換された１フレーム前再生画像データを出力し、
前記ビット数変換された現フレームの画像データおよび前記ビット数変換された１フレー
ム前再生画像データ、前記ビット数変換された現フレームの画像データおよび前記１フレ
ーム前再生画像データ、または前記現フレームの画像データおよび前記ビット数変換され
た１フレーム前再生画像データに基づいて、補正された現フレームの画像データを読み出
すことを特徴とする請求項１０に記載の画像データ処理方法

現フレームの画像データと、１フレーム前再生画像データとの差分に基づいて、読み出さ
れた画像データの階調値を制限することを特徴とする請求項１１に記載の画像データ処理
方法

液晶または当該液晶近傍の温度に基づいて現フレームの画像データの補正量を制限するこ
とを特徴とする請求項９に記載の画像データ処理方法

異なる補正量において補正された現フレームの画像データを予め複数格納し、
前記現フレームの画像データ、および１フレーム前再生画像データ、ならびに液晶または
当該液晶近傍の温度に基づいて、補正された前記現フレームの画像データを読み出すこと
を特徴とする請求項１３に記載の画像データ処理方法

液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階調値を表す画像データを、階調値の時
間的な変化に基づいて補正して出力する画像データ処理方法であって、
現フレームの画像データを所定の圧縮率において符号化することにより、当該現フレーム
の画像データに対応する符号化画像データを生成し、
前記符号化画像データを復号化することにより得られる前記現フレームの画像データに対
応する第１復号化画像データ、および
前記符号化画像データをメモリ手段に書き込み、１フレームに相当する期間遅延してから



。
【請求項１６】

。
【請求項１７】

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、▲１▼バックライト、液晶（液晶パネル）、及びそのドライバを備える液晶
表示パネル（以下、ＬＣＤパネルとも称す）と、▲２▼外部から入力するラスターデータ
の画像データから同パネルの液晶に印加する電圧を決定する補正画像データを生成する画
像データ処理装置とを備えた液晶表示装置に関するものであり、特に、入力する動画像の
輝度変化に応じて液晶の応答速度（単位時間当りにおける液晶の透過率の変化量に相当）
を最適化するためのＬＣＤパネル用画像データの処理技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶の透過率は累積応答効果により変化するため、ＬＣＤパネルは、液晶の応答速度より
も相対的に速い輝度変化を呈する入力動画像に適切に対応出来ないという問題点を内包し
ている。こうした問題点を解決するために、入力動画像の輝度変化時の液晶駆動電圧を通
常の駆動電圧よりも意図的に大きく設定することにより、液晶の応答速度を改善する方法
が提案されている。
【０００３】
上記方法を適用した液晶駆動により、入力動画像の輝度変化に応じて液晶の応答速度が速
くなる様に同応答速度を制御可能にした液晶表示装置の一例の詳細が、日本国特許第２６
１６６５２号の特許公報（特許文献１）に記載されている。即ち、同文献１に記載された
液晶表示装置は、動画面の各画面における各画素を与えるラスター画像データを順次にＡ
／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換回路、入力動画面の１フレーム分の画像データを保持する画像メ
モリ（フレームメモリ）、ある画素における現在の画像データと当該画素における１フレ
ーム前の画像データとを比較して輝度変化信号を出力する比較回路、液晶パネルの駆動回
路、及び液晶パネルを備えている。
【０００４】
次に、当該装置の動作について記載する。Ａ／Ｄ変換回路は、所定の周波数を有するサン
プリングクロックでアナログ形式のラスター画像データをサンプリングした上で、デジタ
ル形式の画像データに変換し、変換後の画像データを画像メモリ及び比較回路に出力する
。画像メモリは、各画素の画像データの入力に応じて、当該画素に対応するアドレスに既
に格納されている１フレーム前の画像データを読み出して比較回路に出力すると共に、入
力した現在の画像データを上記アドレスに上書き保存する。この様に、画像メモリは、入
力した各画素の現在画像データを１フレームに相当する期間だけ遅延する遅延回路として
機能する。比較回路は、Ａ／Ｄ変換回路が出力する現在の画像データと、画像メモリが出
力する１フレーム前の画像データとを比較し、両データ間の画像の輝度変化を与える輝度
変化信号を、現在の画像データと共に、駆動回路に出力する。駆動回路は、輝度変化信号
に基づいて、輝度値が増加した画素に対しては通常の液晶駆動電圧よりも高い駆動電圧を
液晶パネルに印加して同パネルの表示画素を駆動し、他方、輝度値が減少した画素に対し
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復号化することにより得られる前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する第
２復号化画像データに基づいて、前記現フレームの画像データを補正し、
前記現フレームの画像データの圧縮率は、前記メモリ手段に対して前記符号化画像データ
の書き込みおよび読み出しを１フレーム期間内に行うことが可能となるよう設定されるこ
とを特徴とする画像データ処理方法

現フレームの画像データは、液晶が、略１フレーム期間以内に、現フレームの画像データ
により定められる所定の階調値に対応する透過率となるよう補正されることを特徴とする
請求項９～１５のいずれか１項に記載の画像データ処理方法

請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像データ処理回路を備えたことを特徴とする液
晶ディスプレイ装置



ては通常値よりも低い駆動電圧を以って同パネルの表示画素を駆動する。
【０００５】
しかしながら、上記文献１に示された液晶表示装置においては、液晶パネルの表示画素数
が多くなると、それに応じて画像メモリに書き込まれる１フレーム分の画像データ数が増
加するため、画像メモリとして必要なメモリ容量が大きくならざるを得ないという問題点
がある。
【０００６】
そこで、上記画像メモリの容量削減化を図ると言う観点から、日本国特許第３０４１９５
１号の特許公報（特許文献２）に記載の液晶表示装置は、４つの画素に対して上記画像メ
モリの１アドレスを割り当てると言う間引き処理方法を提案している。即ち、同先行文献
２は、縦横１画素おきに画素データを間引いて残った各画素データを上記画像メモリに記
憶しておくと共に、上記画像メモリの読出し動作の際には、間引いた隣接する３個の画素
に対しては、対応する記憶済み画素の画像データと同じ画像データを３回読み出すことで
被間引き画素用画像データを割り当てることで、上記画像メモリの容量の削減化を実現し
ている。例えば、座標（ａ，Ａ）に位置する画素の画像データが上記画像メモリのアドレ
ス０の領域に格納されているものとすると、（ａ，Ｂ），（ｂ，Ａ），（ｂ，Ｂ）の３個
の被間引き画素に対しては、アドレス０の画像データが読み出されて割り当てられる。
【０００７】
しかしながら、日本国特許第３０４１９５１号の特許発明が提案する方法を用いる場合に
は、却って、次の様な問題点が惹起される。この点を図４６（Ａ）～図４６（Ｄ）に例示
する。
【０００８】
図４６（Ａ）はｎ番目のフレームにおける各画像データを、図４６（Ｂ）は図４６（Ａ）
に示すｎ番目のフレームの画像に対して間引き処理を行った後の各画像データを、図４６
（Ｃ）は間引き処理を行った各画素データを上記読出し処理によって補間した後の各画像
データを、図４６（Ｄ）は１フレーム後の（ｎ＋１）番目のフレームにおける各画像デー
タを、それぞれ表している。図４６（Ａ）及び図４６（Ｄ）に示す様に、ｎ番目のフレー
ムの画像と、（ｎ＋１）番目のフレームの画像とは、互いに同じである。
【０００９】
間引き処理を行った場合には、図４６（Ｃ）に示す様に、（Ｂ，ａ）、（Ｂ，ｂ）の画素
データとして（Ａ，ａ）の画素データが読み出され、（Ｂ，ｃ）、（Ｂ，ｄ）の画素デー
タとして（Ａ，ｃ）の画素データが読み出される。つまり、実際は輝度値１５０の画素デ
ータが、輝度値５０の画素データとして読み出されることになる。このため、現フレーム
とその１フレーム前との間では画像が変化していないにも拘わらず、ｎ番目のフレームの
アドレス（Ｂ，ａ）、（Ｂ，ｂ）、（Ｂ，ｃ）、及び（Ｂ，ｄ）に対応する各表示画素は
、通常よりも高い駆動電圧で駆動されることになる。
【００１０】
この様に、間引き処理を行った場合には、画素データが間引かれた部分では電圧の制御が
正しく行われなくなり、その結果、不要な電圧が印加されることによる画質劣化が生じ得
る。
【００１１】
【特許文献１】
特許第２６１６６５２号公報
【特許文献２】
特許第３０４１９５１号公報
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
既述の通り、両先行特許発明によれば、現フレームとその１フレーム前との間で輝度値が
変化する場合であっても、液晶駆動電圧を通常の液晶駆動電圧よりも大きく設定すること
により、液晶の応答速度を改善することが可能である。
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【００１３】
しかしながら、前者の先行特許発明（特許文献１）は、遅延機能を呈する画像メモリの容
量の増大化を招くと言う問題点を有しており、後者の先行特許発明（特許文献２）におい
ては、メモリ容量の削減化に伴って画質の劣化を引き起こすと言う問題点を有しており、
両者共に一長一短であると言わざるを得ない。
【００１４】
加えて、両先行特許発明は、入力動画面の輝度値の変化量と液晶の応答速度との関係のみ
を考慮するのみであって、液晶パネル及びその近傍の温度と液晶の応答速度との関係につ
いては何等の考慮・検討も成されていない。これでは、より実用性に適した液晶表示装置
を提供することにはならないと言える。
【００１５】
本発明はこの様な懸案事項を解決すべく成されたものであり、その目的は、間引き処理に
伴う画質劣化を発生させること無くメモリ容量の削減化を実現しつつ、入力動画面の輝度
値の時間的な変化及び液晶表示パネルの周囲温度の変化に応じて、液晶に印加される電圧
を適切に制御することにより、液晶の応答速度を正確に制御することが可能な液晶表示パ
ネル用画像データ処理技術を提供することにある。
【００１６】
更に、本発明の第２目的は、間引き処理に伴う画質劣化を発生させること無くメモリ容量
の削減化を実現しつつ、入力動画面の輝度値の時間的な変化に応じて、液晶に印加される
電圧を適切に制御することにより、液晶の応答速度を正確に制御することが可能な液晶表
示パネル用画像データ処理技術を提供する点にある。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
本発明

。
【００１８】
【発明の実施の形態】
＜実施の形態１及び２における着眼点＞
ある温度（例えば常温）において、入力動画面における各画素の画像データの輝度値変化
に対応して液晶パネルの各表示画素に印加される電圧を最適化しても、少なくとも液晶パ
ネルを含む同パネルの周囲温度が上記ある温度よりも高い場合には、適切な電圧よりも高
い電圧が液晶に印加され、その結果、画質の劣化が生じる。即ち、周囲温度が常温よりも
高い場合には、液晶の応答速度が常温時のそれよりも速くなり、液晶の透過率がある値か

10

20

30

40

50

(6) JP 3673257 B2 2005.7.20

による画像データ処理装置は、液晶に印加される電圧に対応する画像の各画素の階
調値を表す画像データを、前記各画素における階調値の時間的な変化に基づいて補正して
出力する画像データ処理装置であって、
現フレームの画像データを符号化することにより当該現フレームの画像データに対応する
符号化画像データを出力する符号化回路と、
前記符号化回路により出力される符号化画像データを復号化して前記現フレームの画像デ
ータに対応する第１復号化画像データを出力する第１復号化回路と、
前記符号化回路により出力される符号化画像データを１フレームに相当する期間遅延する
ことにより、前記現フレームの１フレーム前の画像データに対応する符号化画像データを
出力する遅延回路と、
前記遅延回路により出力される符号化画像データを復号化して前記現フレームの１フレー
ム前の画像データに対応する第２復号化画像データを出力する第２復号化回路と、
前記第１復号化画像データ及び前記第２復号化画像データに基づいて、前記現フレームと
当該現フレームの１フレーム前の画像との間における階調値の変化量を算出する変化量算
出回路と、
前記現フレームの画像データ及び前記変化量に基づいて、前記現フレームの１フレーム前
の画像データに対応する１フレーム前再生画像データを再生する画像再生回路と、
前記現フレームの画像データ、および前記１フレーム前再生画像データに基づいて、前記
現フレームの画像データを補正する補正回路とを備えたものである



ら目標値に到達するまでの時間が相対的に短くなる。そのため、補正電圧が常温時のそれ
と同じままのときには過補正となってしまう。即ち、１フレーム期間に相当する時間の経
過時点での透過率は目標値よりも大きな値となり、そのため、表示画面中の明るく変化す
る部分は過度に明るい部分となり、逆に表示画面中の暗く変化する部分は過度に暗い部分
となってしまう。これに対して、周囲温度が上記ある温度よりも低い場合には、逆に補正
不足となる。
【００１９】
本発明の実施の形態１及び２は、この様な周囲温度変化と液晶の応答速度との関係に着目
し、この観点を基礎として、入力動画面における画像データの輝度値の時間的変化に応じ
て液晶の応答速度を最適値に制御するものである（上記輝度値の時間的変化に応じて液晶
の応答速度を速くする）。
【００２０】
以下、図面を参照しつつ、実施の形態１及び２を詳述する。
【００２１】
（実施の形態１）
図１は、本実施の形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。同装置は、大別して
、本装置の中核部分である画像データ処理装置と、当該画像データ処理装置に接続された
液晶表示パネル１１とから成る。そして、画像データ処理装置は、受信回路２と、画像デ
ータ処理部３と、温度制御部１２とから構成される。他方、液晶表示パネル１１は、液晶
及びその駆動電極等を含む液晶パネル、バックライト及び駆動回路等より成り、画像の輝
度または濃度を表す補正画像データ（補正現画像データとも称す）Ｄｊ１を受信し、受信
補正画像データＤｊ１に対応する電圧を生成した上で当該電圧を液晶に印加することによ
り、表示動作を行う。
【００２２】
ここで、画像データ処理装置は、入力する動画像の画像データから、液晶に印加される電
圧を決定する補正画像データＤｊ１を生成する部分であるが、その機能を概略的に記載す
れば、次の通りである。即ち、本装置は、（Ｉ）画像データの輝度値の時間的な変化に応
じて液晶の応答速度が速くなる様な印加電圧を与え得る、少なくとも２個の、異なる温度
下での、補正画像データの候補を生成しておき、（ＩＩ）液晶の周囲温度の測定結果に応
じて、少なくとも２個の補正画像データの候補中から、周囲温度の下でより最適な応答速
度を与え得る１個の候補を最適な補正画像データとして決定する。
【００２３】
以下、この様な機能を実現し得る画像データ処理装置の各部の構成について記載する。
【００２４】
先ず、受信回路２は、液晶表示パネル１１に表示すべき画面（動画面）（以下、同画面を
現画像と称す）の各画素を与える各画像データ（ラスターデータ）を順次に受信する入力
端子１と、受信した各画像データを現画像データＤｉ１として順次に出力する出力端とを
有する。
【００２５】
次に、本体たる画像データ処理部３は、符号化回路４、遅延回路５、第１復号化回路６、
第２復号化回路７、変化量算出回路８、１フレーム前画像再生回路９、及び画像データ補
正回路１０から成り、現画像データＤｉ１に対応する補正現画像データＤｊ１を生成する
。
【００２６】
先ず、符号化回路４は、受信回路２の出力端に接続された入力端及び出力端を有し、入力
する現画像データＤｉ１を符号化して符号化画像データＤａ１をその出力端より出力する
。ここで、同回路４における現画像データＤｉ１の符号化方法としては、例えばＦＢＴＣ
又はＧＢＴＣ等のブロック符号化（ＢＴＣ）を用いることができる。あるいは、ＪＰＥＧ
における２次元離散コサイン変換符号化、ＪＰＥＧ－ＬＳにおける予測符号化、又はＪＰ
ＥＧ２０００におけるウェーブレット変換等の、任意の静止画用符号化方式を用いること
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も可能である。尚、こうした静止画用の符号化方法については、符号化前の画像データと
復号化された画像データとが完全に一致しない非可逆符号化方式のものであっても適用可
能である。
【００２７】
又、第１復号化回路６は、符号化回路４の上記出力端に接続された入力端及び出力端を有
しており、受信した符号化画像データＤａ１を復号化して現画像データＤｉ１に対応する
第１復号化画像データＤｂ１をその出力端より出力する。
【００２８】
又、遅延回路５は、符号化回路４の上記出力端に接続された入力端及び後述する第２復号
化回路７に接続された出力端を有し、当該入力端で受信した符号化画像データＤａ１を端
子１で受信する動画面の１フレーム期間だけ遅延した上で、遅延後の符号化画像データＤ
ａ１を遅延符号化画像データＤａ０として上記出力端より出力する。従って、遅延回路５
は、符号化画像データＤａ１の受信タイミングに応じて、符号化画像データＤａ１から見
て１フレーム期間だけ前の符号化画像データを、遅延符号化画像データＤａ０として出力
することになる。
【００２９】
ここで、「１フレーム期間」とは、「ある画素のデータを受信して、そのデータに対応す
る電圧が当該画素に対応する表示画素を成す液晶部分に印加されてから、次のフレームに
おける同じ位置の画素のデータを受信して、そのデータに対応する電圧が上記液晶部分に
印加されるまでの時間」である。
【００３０】
この様な遅延機能を有する同回路５は、例えば、▲１▼データの読出し及び書込みの両機
能を兼ね備えた１個のメモリ（例えばＲＡＭ）（図示せず）と、▲２▼当該メモリのアド
レスを指定する読出し・書込み指令信号（アドレス信号）を入力端子１で受信する上記動
画面の同期信号（図示せず）に同期させて生成するタイミング回路（図示せず）とから構
成される（１メモリ構成）。この構成例の場合には、本回路５は、現在の符号化画像デー
タＤａ１の受信タイミングに応じて、（ｉ）上記▲１▼メモリのアドレス（データ格納領
域）の内で、当該符号化画像データＤａ１の受信時点から遡って１フレーム期間分だけ前
の時点における符号化画像データが格納されている対象アドレスから、上記の１フレーム
期間分だけ前の符号化画像データを読み出して当該読出しデータを遅延符号化画像データ
Ｄａ０として出力し、（ｉｉ）その直後に、現在の符号化画像データＤａ１を上記対象ア
ドレス内に書込む。この様な動作によって、本回路５は、現在の符号化画像データＤａ１
に対する遅延機能を実現する。本画像データ処理部３においては、メモリに書込むデータ
の数とメモリから読み出すデータの数とが同じであり、しかも、１画面の左上位置の画素
に相当するメモリ領域に格納されている画像データから順番に読み出すだけであり、上記
の一例の様に、既に記憶されている画像データの読出しと新しい画像データの書込みとを
一つのメモリで実現し得るのである。
【００３１】
又、遅延回路５の他の構成例として、上記タイミング回路によって同時にアドレス指定さ
れる２個のメモリを利用したものが適用可能である（２メモリ構成）。即ち、同回路５は
、現在の符号化画像データＤａ１の受信タイミングに応じて、一方のメモリに現在の符号
化画像データＤａ１を書込むと同時に、他方のメモリから、１フレーム期間前に既に書込
み済みの上記１フレーム期間分だけ前の符号化画像データを読み出して当該読出しデータ
を遅延符号化画像データＤａ０として出力するのである。
【００３２】
以上の通り、遅延回路５は、符号化画像データＤａ１を１フレームに相当する期間だけ遅
延する処理を通じて、現画像データＤｉ１の１フレーム前の画像データを符号化した遅延
符号化画像データＤａ０を出力する。
【００３３】
この様に、遅延回路５は、現画像データＤｉ１を直接にメモリ内に格納するのではなくて
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、一旦データ圧縮した後の符号化画像データＤａ１をその構成要素たるメモリ内に格納し
ているので、同回路５のメモリ容量の削減化を容易に達成出来る。しかも、現画像データ
Ｄｉ１の符号化率（データ圧縮率）を高くする程に、遅延回路５を構成するメモリの容量
を飛躍的に少なくすることが可能である。この点は、既述した２件の先行特許発明には無
い利点である。
【００３４】
更に、第２復号化回路７は、遅延回路５の上記出力端に接続された入力端、及び出力端を
有しており、遅延回路５が出力する遅延符号化画像データＤａ０を復号化する。即ち、第
２復号化回路７は、受信回路２からの現画像データＤｉ１の出力時に対して１フレーム期
間だけ前の時点において受信回路２が現画像データＤｉ１として既に出力していた１フレ
ーム前画像データの符号化画像データＤａ０をその入力端で受信し、受信符号化画像デー
タＤａ０を復号化して上記１フレーム前画像データに対応する第２復号化画像データＤｂ
０をその出力端より出力する。
【００３５】
更に、変化量算出回路８は、第１復号化回路６の出力端及び第２復号化回路７の出力端に
接続された入力端、並びに出力端を有しており、第１復号化画像データＤｂ１及び第２復
号化画像データＤｂ０に基づいて、現画像データＤｉ１と上記１フレーム前画像データ間
の輝度値の変化量を算出し、得られた変化量データＤｖ１をその出力端より出力する。一
例として、同回路８は、減算回路より構成されており、現画像の１フレーム前の画像に対
応する第２復号化画像データＤｂ０から現画像に対応する第１復号化画像データＤｂ１を
減算することで、画素毎の変化量データＤｖ１を算出する。
【００３６】
更に、１フレーム前画像再生回路９は、受信回路２の出力端及び変化量算出回路８の出力
端に接続された入力端、並びに出力端を有しており、現画像データＤｉ１及び変化量デー
タＤｖ１に基づいて１フレーム前画像データＤｐ０を再生し、得られた１フレーム前再生
画像データＤｐ０をその出力端より出力する。具体的には、同回路９は、加算回路より構
成されており、現画像データＤｉ１に変化量データＤｖ１を加算することで、現画像デー
タＤｉ１から見て１フレーム期間だけ前に対応する１フレーム前再生画像データＤｐ０を
再生する。
【００３７】
画像データ補正回路１０は、画像データ処理部３の中核部分を成す回路であり、次の温度
制御部１２との関係で、その回路配線及び回路機能が明らかとなる。そこで、画像データ
補正回路１０の詳細に先立ち、温度制御部１２の構成を記載する。
【００３８】
温度制御部１２は、少なくとも一つの基準温度（Ｔ０）のデータを保有しており、制御信
号ＴＰ１を出力するための出力端を有している。そして、同部１２は、液晶表示パネル１
１あるいはその近傍雰囲気の一方の温度データ（この温度データを「周囲温度データ」と
定義する）と、少なくとも一つの基準温度データとを比較し、その比較結果に基づき制御
信号ＴＰ１をその出力端より出力する。一例として、温度制御部１２は、▲１▼上記周囲
温度データを測定し得る温度センサ（尚、温度センサは温度制御部１２とは別個の外付け
部品であっても良い）と、▲２▼当該温度センサの出力端に接続された第１入力端と基準
温度（Ｔ０）のデータを与えるレベルが印加された第２入力端とを有する比較器とから成
り、周囲温度（Ｔ）が基準温度（Ｔ０）以下のときには同比較器は第１レベル（例えば“
１”レベル）の信号として制御信号ＴＰ１を出力し、逆に周囲温度（Ｔ）が基準温度（Ｔ
０）よりも高いときには同比較器は第２レベル（例えば“０”レベル）の信号として制御
信号ＴＰ１を出力する。
【００３９】
ここで、留意事項として、上記周囲温度について一言する。即ち、温度を測定すべき場所
としては、理想的には液晶そのものが対象となるべきところであるが、現実的にはその様
な温度を測定出来ないため、その代わりとして、液晶パネルの表面温度、あるいは、液晶
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パネル近傍の雰囲気の温度が用いられる。そして、液晶パネルはＬＣＤパネル１１内に配
設されているので、「周囲温度」とは、結局の所、「液晶表示パネル１１あるいはその近
傍雰囲気の一方の温度」と定義されることになる。
【００４０】
以上の温度制御部１２の構成・機能の記載を踏まえて、次に、画像データ補正回路１０の
構成・機能を記載する。即ち、同回路１０は、受信回路２の出力端、１フレーム前画像再
生回路９の出力端及び温度制御部１２の出力端に接続された入力端、並びに、液晶表示パ
ネル１１に接続された出力端を有している。そして、画像データ補正回路１０は、（１）
現画像データＤｉ１が示す第１輝度値と１フレーム前再生画像データＤｐ１が示す第２輝
度値とが互いに相違するか否かを検出し、（２）第１及び第２輝度値が互いに相違する場
合には、現画像データＤｉ１、１フレーム前再生画像データＤｐ１及び制御信号ＴＰ１に
基づいて第１輝度値を補正し、補正済み輝度値を与える補正現画像データＤｊ１をその出
力端より出力する。これに対して、同回路１０は、（３）第１及び第２輝度値が互いに一
致する場合には、現画像データＤｉ１を、補正することなく、補正現画像データＤｊ１と
してその出力端より出力する。この場合、補正現画像データＤｊ１は、補正現画像データ
Ｄｊ１に基づき液晶表示パネル１１が生成する液晶印加電圧により実現される液晶の透過
率が、現画像データＤｉ１の受信時から１フレーム期間だけ経過した時点において、第１
輝度値に相当する第１透過率に到達する様に、決定される。
【００４１】
再度述べると、画像データ補正回路１０は、温度制御部１２が出力する制御信号ＴＰ１に
基づいて、補正候補の画像データの補正量が周囲温度に対して適切な補正量となる様に、
制御動作を実行する。例えば、液晶の応答速度は温度によって変化するので、温度が比較
的高い場合には、同回路１０は、補正量を比較的小さな値に設定し、逆に温度が比較的低
い場合には、同回路１０は補正量を比較的大きな値に設定することで、液晶の応答速度が
適切な値となる様に同速度を制御する。
【００４２】
最後に、ＬＣＤパネル１１は、補正現画像データＤｊ１に基づいて作成した電圧を液晶に
印加することにより、表示動作を行う。
【００４３】
ここで、図２は、以上に記載した図１の画像データ処理装置における一連の動作を、整理
する観点から、示すフローチャートである。尚、図２における処理の流れは、１動画面中
のある画素についての現画像データが補正現画像データに補正されるまでの工程を模式的
に示しており、他の全ての画素データも順次に同様の工程を経て補正される。
【００４４】
先ず、現画像データ符号化工程（Ｓｔ１）においては、符号化回路４により、ある１画面
内のある画素に関する現画像データＤｉ１が符号化され、その符号化画像データＤａ１が
生成される。
【００４５】
次の符号化画像データ遅延工程（Ｓｔ２）においては、遅延回路５により、現在の符号化
画像データＤａ１が１フレームに相当する期間だけ遅延される。従って、現時点において
は、遅延回路５からは、現画像データＤｉ１の１フレーム前の画像データを符号化した符
号化画像データＤａ０が出力される。本工程における、より具体的な処理としては、現画
像データＤｉ１の１フレーム前の画像データを符号化した符号化画像データＤａ０を遅延
回路５内のメモリ（あるいは一方のメモリ）における所定のアドレスから読出し、且つ、
現在の符号化画像データＤａ１を、現時点から１フレーム後の将来の符号化画像データＤ
ａ０として、当該メモリ（あるいは他方のメモリ）における上記所定のアドレス（あるい
は対応するアドレス）に上書きする（あるいは読出しと同時並行的に書込む）。
【００４６】
更に、符号化画像データ復号化工程（Ｓｔ３）においては、両復号化回路６，７により、
両符号化画像データＤａ１，Ｄａ０が同期して復号化され、両復号化画像データＤｂ１，
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Ｄｂ０が生成される。
【００４７】
次の変化量データ算出工程（Ｓｔ４）においては、変化量算出回路８により、変化量デー
タＤｖ１が生成される。
【００４８】
その次の１フレーム前画像再生工程（Ｓｔ５）においては、１フレーム前画像再生回路９
により、１フレーム前再生画像データＤｐ０が生成される。
【００４９】
更に、現画像データ補正工程（Ｓｔ６）においては、画像データ補正回路１０の動作によ
り、現画像データＤｉ１に対応する補正現画像データＤｊ１が生成される。
【００５０】
そして、以上の各工程Ｓｔ１～Ｓｔ６の動作が、現画像データＤｉ１に対して１フレーム
毎に実行される。
【００５１】
次に、本実施形態の核心を成す画像データ補正回路１０のより具体的な構成・機能につい
て、言及する。
【００５２】
画像データ補正回路１０は、一般的には、（Ａ）受信回路２の出力端及び１フレーム前画
像再生回路９の出力端に接続された入力端と、出力端とを有する、「少なくとも２個のル
ックアップテーブル保有回路」と、（Ｂ）少なくとも２個のルックアップテーブル保有回
路の出力端、及び温度制御部１２の出力端に接続された入力端と、液晶表示パネル１１に
接続された出力端とを有する「補正量制御回路」とより構成される。
【００５３】
そして、（Ｂ）補正量制御回路は、少なくとも２個のルックアップテーブル保有回路が出
力する少なくとも２個の補正候補現画像データの内から、制御信号ＴＰ１の指令に基づい
て、１個の補正候補現画像データを選択し、被選択補正候補現画像データを補正現画像デ
ータＤｊ１として、その出力端から出力する。
【００５４】
これに対して、（Ａ－１）少なくとも２個のルックアップテーブル保有回路の一方である
「第１ルックアップテーブル保有回路」は、第１温度（Ｔ１）における「第１ルックアッ
プテーブル」を保有している。この第１ルックアップテーブルは、「液晶表示パネル１１
又はその近傍雰囲気の温度が第１温度（Ｔ１）にある状況下で、液晶の透過率が１フレー
ム期間内に第１輝度値に相当する第１透過率に到達し得る様に、ｎビット信号である現画
像データＤｉ１の第１輝度値と、同じくｎビット信号である１フレーム前再生画像データ
Ｄｐ１の第２輝度値との組合せ毎に予め求められた、２ n×２ n個の、第１候補値を与える
第１補正画像データ」を有している。そして、第１ルックアップテーブル保有回路は、第
１ルックアップテーブルにおける２ n×２ n個の第１補正画像データの中から、現画像デー
タＤｉ１の第１輝度値と、１フレーム前再生画像データＤｐ１の第２輝度値との組合せに
対応する第１候補値を有する第１補正画像データを、少なくとも２個の補正候補現画像デ
ータの一方である第１補正候補現画像データとして出力する。
【００５５】
又、（Ａ－２）少なくとも２個のルックアップテーブル保有回路の他方である「第２ルッ
クアップテーブル保有回路」は、第１温度（Ｔ１）とは異なる第２温度（Ｔ２）における
「第２ルックアップテーブル」を保有している。ここで、第２ルックアップテーブルは、
「液晶表示パネル１１又はその近傍雰囲気の温度が第２温度（Ｔ２）にある状況下で、液
晶の透過率が１フレーム期間内に第１透過率に到達し得る様に、現画像データＤｉ１の第
１輝度値と１フレーム前再生画像データＤｐ１の第２輝度値との組合せ毎に予め求められ
た、２ n×２ n個の、第２候補値を与える第２補正画像データ」を有している。そして、第
２ルックアップテーブル保有回路は、第２ルックアップテーブルにおける２ n×２ n個の第
２補正画像データの中から、現画像データＤｉ１の第１輝度値と、１フレーム前再生画像
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データＤｐ１の第２輝度値との組合せに対応する第２候補値を有する第２補正画像データ
を、少なくとも２個の補正候補現画像データの他方である第２補正候補現画像データとし
て出力する。
【００５６】
次に、上記の一般的構成の内で、温度制御部１２が１個の基準温度（Ｔ０）のデータを有
しており、且つ、画像データ補正回路１０が２個のルックアップテーブル保有回路を有し
ている場合における、画像データ補正回路１０の構成・機能について記載する。又、記載
の便宜上、ｎビットとは８ビットであるものとする。勿論、ｎビット信号とは８ビット信
号に限定される概念ではなく、ビット数が２以上の任意の整数値を採り得る信号である。
即ち、ｎビット信号は、画像データ処理により実質的に補正データを生成することが可能
なビット数を有する信号であれば良い。
【００５７】
図３は、画像データ補正回路１０の内部構成の一例を示すブロック図である。図３に示す
様に、同回路１０は、▲１▼受信回路２の出力端及び１フレーム前画像再生回路９の出力
端に接続された入力端を共に有する第１及び第２ルックアップテーブル（以後、ルックア
ップテーブルを端にＬＵＴと称す）保有回路１３，１４と、▲２▼両回路１３，１４の出
力端に接続された入力端を有する補正量制御回路１５とから成る。これらの内で、補正量
制御回路１５は、第１ＬＵＴ保有回路１３が出力する第１補正候補現画像データＤｊ２と
第２ＬＵＴ保有回路１４が出力する第２補正候補現画像データＤｊ３との一方を、制御信
号ＴＰ１の指令内容に応じて、被選択補正候補現画像データ、即ち、補正現画像データＤ
ｊ１として、選択・出力する。従って、補正量制御回路１５はセレクタとしての構成・機
能を有する。
【００５８】
これに対して、第１ＬＵＴ保有回路１３は、基準温度（Ｔ０）以下のある温度、即ち、第
１温度（Ｔ１）におけるＬＵＴデータを第１ＬＵＴとして保有ないしは記憶している。例
えば、同回路１３は、メモリあるいはディスク等の記憶装置より成る。ここで、第１ＬＵ
Ｔは、液晶表示パネル１１又はその近傍雰囲気の温度が上記第１温度（Ｔ１）に該当する
状況下において、液晶の透過率が１フレーム期間内に第１透過率に到達し得る様に、８ビ
ット信号の現画像データＤｉ１が示す第１輝度値と、同じく８ビット信号の１フレーム前
再生画像データＤｐ１が示す第２輝度値との組合せ毎に予め求められた、２５６×２５６
個の第１候補値データ（第１補正画像データ）を有するマトリックス状テーブルである。
この様な２５６×２５６個の第１補正画像データを有する第１ＬＵＴの構成を模式的に示
す図が、図４である。図４に示す様に、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像デ
ータＤｐ０は、共に８ビット画像データであり、“０”～“２５５”までの範囲に属する
値を採り得る。そして、第１ＬＵＴは、２次元に配列される２５６×２５６個の第１候補
値データを有している。その結果、第１ＬＵＴ保有回路１３は、現画像データＤｉ１（第
１入力信号）の第１輝度値と１フレーム前再生画像データＤｐ０（第２入力信号）の第２
輝度値との組合せに対応する第１候補値（換言すれば、上記組合せで指定される格納領域
（アドレス）に格納されている第１候補値）を有する第１補正画像データｄｔ（Ｄｉ１，
Ｄｐ０）を、第１補正候補現画像データＤｊ２として出力する。尚、第１輝度値と第２輝
度値とが互いに等しい場合、つまり、１画面内のある画素における輝度変化が無い場合に
は、第１ＬＵＴ保有回路１３が出力する第１補正画像データｄｔ（Ｄｉ１，Ｄｐ０）は、
現画像データＤｉ１の第１輝度値（＝第２輝度値）を与えるデータである。即ち、この場
合には、同回路１３は、現画像データＤｉ１の輝度値を補正しない。
【００５９】
又、他方の第２ＬＵＴ保有回路１４は、基準温度（Ｔ０）よりも高いある温度、即ち、第
２温度（Ｔ２）におけるＬＵＴデータを第２ＬＵＴとして保有ないしは記憶している。例
えば、同回路１４は、メモリあるいはディスク等の記憶装置より成る。そして、第２ＬＵ
Ｔは、液晶表示パネル１１又はその近傍雰囲気の温度が上記第２温度（Ｔ２）に該当する
状況下において、液晶の透過率が１フレーム期間内に第１透過率に到達し得る様に、８ビ
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ット信号の現画像データＤｉ１が示す第１輝度値と、８ビット信号の１フレーム前再生画
像データＤｐ１が示す第２輝度値との組合せ毎に予め求められた、２５６×２５６個の第
２候補値データ（第２補正画像データ）を有するマトリックス状テーブルである。この様
な２５６×２５６個の第２補正画像データを有する第２ＬＵＴの構造もまた、基本的に、
図４に示したものと同様である。従って、第２ＬＵＴ保有回路１４は、現画像データＤｉ
１（第１入力信号）の第１輝度値と１フレーム前再生画像データＤｐ０（第２入力信号）
の第２輝度値との組合せに対応する第２候補値（換言すれば、上記組合せで指定される格
納領域（アドレス）に格納されている第２候補値）を有する第２補正画像データｄｔ（Ｄ
ｉ１，Ｄｐ０）を、第２補正候補現画像データＤｊ３として出力する。そして、第２温度
（Ｔ２）下において第１輝度値と第２輝度値とが互いに等しい場合、つまり、１画面内の
ある画素における輝度変化が無い場合には、第２ＬＵＴ保有回路１４が出力する第２補正
画像データｄｔ（Ｄｉ１，Ｄｐ０）は、第２温度（Ｔ２）下における現画像データＤｉ１
の第１輝度値（＝第２輝度値）を与えるデータである。即ち、この場合には、同回路１４
は、現画像データＤｉ１の輝度値を補正しない。
【００６０】
以上の通り、第１ＬＵＴ保有回路１３及び第２ＬＵＴ保有回路１４が出力する第１補正候
補現画像データＤｊ２及び第２補正候補現画像データＤｊ３は共に、対応するある温度下
において、現画像データＤｉ１が与える第１輝度値及び１フレーム前再生画像データＤｐ
０が与える第２輝度値に基づいて、入力画面内の当該画素の表示画素に該当する液晶の部
分が１フレーム期間内に当該現画像データＤｉ１の第１輝度値に対応する透過率（第１透
過率）となる様に決定された、補正現画像データＤｊ１の候補データである。
【００６１】
そして、図３の補正量制御回路１５は、温度制御部１２から出力される制御信号ＴＰ１に
基づいて、補正現画像データＤｊ１の両候補データＤｊ２、Ｄｊ３の内から、その一方の
補正候補データを、現在の周囲温度下において最適と評価される補正現画像データとして
選択し、選択された補正現画像データＤｊ１を出力する。例えば、温度制御部１２が、検
出された周囲温度（Ｔ）が同部１２の基準温度（Ｔ０）以下であることを検出する場合に
は、同部１２は、第１補正候補現画像データＤｊ２の選択を指令する第１レベル（例えば
“１”）の制御信号ＴＰ１を出力し、この制御信号ＴＰ１の入力に応じて、補正量制御回
路１５は、第１補正候補現画像データＤｊ２を当該周囲温度（Ｔ）における最適化された
補正現画像データＤｊ１として選択する。他方、温度制御部１２が、検出された周囲温度
（Ｔ）が同部１２の基準温度（Ｔ０）よりも高いことを検出する場合には、同部１２は、
第２補正候補現画像データＤｊ３の選択を指令する第２レベル（例えば“０”）の制御信
号ＴＰ１を出力し、この制御信号ＴＰ１の入力に応じて、補正量制御回路１５は、第２補
正候補現画像データＤｊ３を当該周囲温度（Ｔ）における最適化された補正現画像データ
Ｄｊ１として選択する。
【００６２】
尚、第１輝度値と第２輝度値とが等しい場合には、補正量制限回路１５が第１及び第２補
正候補現画像データＤｊ２、Ｄｊ３の何れを選択しようとも、選択後の補正現画像データ
Ｄｊ１の輝度値は現画像データＤｉ１の第１輝度値に等しい。従って、動画面内のある画
面中の画素データが与える輝度値と次の画面中の当該画素データが与える輝度値との間に
変化が無い場合には、周囲温度（Ｔ）の如何に拘わらず、画像データ補正回路１０は現画
像データＤｉ１の補正を一切行わない。
【００６３】
次に、図３の各ＬＵＴ保有回路１３．１４におけるＬＵＴ内の２ n×２ n個の候補値を与え
る補正画像データの求め方ないしは決定方法について、図面を参照しつつ言及する。尚、
第１及び第２候補値の決定方法は、そのときの周囲温度が異なる点を除いて、基本的に同
じであるので、以下の記載では、便宜上、第１候補値を与える第１補正画像データＤｊ２
を代表例に取上げて記載する。
【００６４】
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現画像データＤｉ１の輝度（第１輝度）を８ビット（０～２５５）の情報量として表す場
合を考える。このとき、現画像データＤｉ１＝１２７の場合には、当該輝度値に対応する
液晶の透過率は５０％である。この様な透過率５０％を実現し得る印加電圧を電圧Ｖ５０
とする。同様に、現画像データＤｉ１＝１９１の場合には、当該輝度値に対応する液晶の
透過率は７５％であり、この様な透過率７５％を実現し得る印加電圧を電圧Ｖ７５とする
。ここで、図５は、透過率０％の液晶に対して上記電圧Ｖ５０，Ｖ７５を印加した場合の
、液晶の応答速度を示 図５に示す様に、電圧Ｖ５０及び電圧Ｖ７５の何れの場合にも
、液晶の透過率が所定の透過率（５０％及び７５％）に到達するには、１フレーム期間よ
りも長い応答時間を要する。従って、入力動画面中のある画素の画像データの輝度値が１
フレーム期間経過後に（時間的に）変化する場合には、「１フレーム期間経過時点におけ
る、当該画素に対応する表示画素を成す液晶部分の透過率」が、「現画像データＤｉ１が
与える第１輝度値に対応する所望の透過率」となる様な電圧を、当該液晶部分に印加する
ことにより、液晶の応答速度を向上させることが出来る。
【００６５】
今、現画像データＤｉ１の輝度値が“０”から“１２７”に変化する場合を考える。この
場合、図５に示す様に、電圧Ｖ５０を液晶に印加したのでは、１フレーム期間経過時点に
おける液晶の透過率は５０％に到達し得ないが、電圧Ｖ７５を液晶に印加するときには、
１フレーム期間経過時点における液晶の透過率は５０％となる。よって、目標とする透過
率が５０％の場合には、輝度変化に応じて、液晶に印加する電圧を電圧Ｖ７５に設定する
ことにより、１フレーム期間内に液晶の透過率を所望の透過率とすることが可能となる。
つまり、現画像データＤｉ１が“０”から“１２７”に変化する場合、当該現画像データ
Ｄｉ１を補正された現画像データＤｊ２＝１９１として液晶表示パネル１１に出力するこ
とにより、当該現画像データＤｉ１の受信時から１フレーム期間経過時点において液晶の
透過率が所望の透過率となる様な電圧が液晶に印加される。
【００６６】
尚、ある画面内における１画素のデータが与える輝度値が次の１フレーム期間経過後にお
いても変化しないときには、当該画素に対応する表示画素を成す液晶部分は既に当該輝度
値を実現し得る透過率を有しているので、液晶の応答速度に変化は無く、補正量は０値で
ある。この点を、念の為に、図６の応答速度図に示しておく。
【００６７】
図７は、液晶の応答速度の一例を示す図であ 図７において、ｘ軸は現画像データＤｉ
１の値（現画像における輝度値）を、ｙ軸は現画像データＤｉ１から見て１フレーム前の
画像データＤｉ０の値（１フレーム前の画像における輝度値）を、ｚ軸は、液晶が１フレ
ーム前の輝度値に対応する透過率から現画像データＤｉ１の輝度値に対応する透過率を有
するまでに要する応答時間を、各々示している。ここで、画像の輝度値が８ビットで与え
られる場合には、現画像における輝度値、及び、１フレーム前の画像における輝度値の組
み合わせは２５６×２５６通り存在するので、液晶の応答速度の値も２５６×２５６通り
存在する。但し、図７では、図示の都合上、輝度値の組み合わせに対応する応答速度を８
×８通りの数に簡略化している。
【００６８】
図８は、液晶の透過率が１フレーム期間経過時点において現画像データＤｉ１の輝度値に
対応する透過率となるために必要な現画像データＤｉ１の補正量（輝度補正量：８ビット
値）を示してい 現画像データＤｉ１の輝度値が８ビットで与えられる場合、現画像の
輝度値及び１フレーム前の画像における輝度値の組み合わせに対応して、補正量は２５６
×２５６通りの数だけ存在する。但し、ここでも、図示の都合上、図８は、８×８通りに
簡略化された補正量を示している。
【００６９】
図７に示す様に、液晶の応答速度は、現画像における輝度値及び１フレーム前の画像にお
ける輝度値の組合せ毎に異なり、しかも、液晶の材料及び駆動電極の形状等にも依存する
ので、輝度値の変化に応じて液晶の応答速度を速めるために必要な画像データの補正量を
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簡単な計算式によって求めることは出来ない。しかしながら、その様な計算式を定立する
こと自体は困難であるものの、図 示す様な補正画像データを作成することは出来る。
即ち、各現画像データＤｉ１に、図８に示す２５６×２５６通りの補正量を、１フレーム
前の画像データＤｉ０の各輝度値に対応させながら加算していくことで、図９の補正画像
データＤｊ２が得られる。そこで、図１の液晶表示パネル１１において用いられている液
晶について、ある温度（第１温度Ｔ１）下において実際に得られる図８のデータを用いて
上記の様な加算処理を実際に逐一実行していくことにより得られた、図９に相当の補正画
像データＤｊ２を、２５６×２５６個の第１候補値データとして、図３の第１ＬＵＴ保有
回路１３に格納する。その際、第１補正画像データＤｊ２は、液晶表示パネル１１が表示
可能な輝度範囲を超えない様に設定される。
【００７０】
この様に、ある温度（第１温度Ｔ１）下において実際に得られた補正量データを以って第
１ＬＵＴデータを構成しているので、液晶の材料及び電極形状等の使用条件に対応した第
１補正画像データＤｊ２を有する第１ＬＵＴ保有回路１３を構築することが出来、液晶の
特性に応じた応答速度の制御が可能となる。
【００７１】
又、図８においては、液晶の応答速度が比較的遅くなる階調変化に対しては補正量が比較
的大きくなる様に、補正量が設定されている。即ち、一般的に、液晶の応答速度は階調毎
に異なり、例えば、白から黒への階調変化に対しては液晶の応答速度は比較的速いが、暗
いグレーから明るいグレーへの階調変化に対しては液晶の応答速度は比較的遅い。そのた
め、液晶の応答速度が比較的速くなる階調変化については補正量が比較的小さくなる様に
、逆に液晶の応答速度が比較的遅くなる階調変化については補正量が比較的大きくなる様
に、補正量は設定されている。特に、中間輝度（グレー）から高輝度（白）に階調が変化
する際の応答速度は遅い。従って、図８の補正量を定めるに当って、中間輝度を表す１フ
レーム前再生画像データＤｐ０と、高輝度を表す現画像データＤｉ１との間の差に対応す
る階調変化量を、正の方向（グレーから白への階調変化の場合）あるいは負の方向（白か
らグレーへの階調変化の場合）により大きな値に設定することにより、液晶の応答速度を
効果的に向上させることが出来、以って、液晶の応答速度が特に遅くなる様な上記輝度変
化（階調変化）の場合に対しても適切且つ確実に対応することが可能となる。
【００７２】
又、液晶の応答特性は当該液晶の温度によっても変化するので、既述した通り、図３の第
２ＬＵＴ保有回路１４には、第１ＬＵＴの場合とは異なる第２温度（Ｔ２（＞Ｔ１））下
において液晶の応答速度を効果的に向上させ得る様な補正データが、第２ＬＵＴデータと
して、書き込まれている。
【００７３】
ここで、図１０乃至図１ 、図５、図７乃至図９に示した液晶の応答速度、補正量、及
び補正画像データにおける第１温度（Ｔ１）とは異なる第２温度（Ｔ２）下における、応
答速度、補正量、及び補正画像データの一例を示す図である。図１０中、電圧Ｖ５０及び
電圧Ｖ７５はそれぞれ図５に示す電圧Ｖ５０，Ｖ７５に相当しており、参考として描かれ
ている。図１０に示す様に、第１温度（Ｔ１）よりも高い第２温度（Ｔ２）においては、
液晶の応答速度は第１温度（Ｔ１）のときのそれよりも速くなるので、目標透過率５０％
を１フレーム期間経過時点において達成するために必要な印加電圧は、電圧Ｖ７５ａより
も小さく且つ電圧Ｖ５０ａよりも大きな値に設定される。尚、図１０乃至図１３の各図は
周囲温度が異なる以外は図５、図７乃至図９の各図と同様の内容を有するので、それらの
図面の詳細な説明は割愛する。
【００７４】
ここで、図１４（Ａ）、図１４（Ｂ）及び図１４（Ｃ）は、本実施の形態における画像デ
ータ処理方法の要点を示すタイミングチャートである。即ち、図１４（Ａ）は、時刻ｔ０
において輝度値Ｌ０からより明るい輝度値Ｌ１に変化し、その後は時刻ｔ２直前まで輝度
値の変化の無い現画像データＤｉ１を示している。又、図１４（Ｂ）は補正現画像データ
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Ｄｊ１の輝度値を示しており、更に図１４（Ｃ）は、補正現画像データＤｊ１に基づく電
圧を液晶に印加したときの表示輝度の変化を示している。
【００７５】
補正現画像データＤｊ１は、時刻ｔ０において輝度値Ｌ０からより一層明るい輝度値Ｌ２
（＞Ｌ１）に変化し、１フレーム期間経過時点の時刻ｔ１において輝度値Ｌ１に減少変化
する。この様な補正現画像データＤｊ１の設定により、時刻ｔ０から時刻ｔ１までの１フ
レーム期間内においてのみ、液晶の応答速度は、現画像データＤｉ１に相当する電圧が液
晶に印加される場合のそれよりも速くなり、時刻ｔ１において、液晶の透過率は確実に表
示輝度Ｌ１を実現し得る値に到達する。そして、時刻ｔ１から時刻ｔ２直前までの期間に
おいては液晶の応答速度を速める必要性は無くなっているので、同期間中における補正現
画像データＤｊ１は輝度値Ｌ１のレベルを維持し続ける。時刻ｔ２において現画像データ
Ｄｉ１が輝度値Ｌ０に戻る場合においても、同様に、より一層速い応答速度を実現する必
要性があるため、補正現画像データＤｊ１は輝度値Ｌ１から輝度値Ｌ０よりも暗い輝度値
Ｌ３へと変化し、その後、時刻ｔ３までの１フレーム期間内、当該輝度値Ｌ３を維持する
。これにより、表示輝度は、１フレーム期間経過後の時刻ｔ３において、確実に輝度値Ｌ
０に到達する。
【００７６】
尚、図１４（Ｃ）中の破線により示される表示輝度の変化は、時刻ｔ１以降及び時刻ｔ３
以降においても、現画像データＤｉ１を補正量Ｖ１及びＶ２で補正し続けた場合の表示輝
度の変化である。
【００７７】
次に、図１の画像データ処理部３における符号化処理及び復号化処理時に発生する誤差が
補正画像データＤｊ１に与える影響について言及する。
【００７８】
図１５（Ｄ）は現画像を表す現画像データＤｉ１の値を模式的に示す図であり、図１５（
Ａ）は現画像の１フレーム前の画像を表す画像データＤｉ０の値を模式的に示す図である
。図１５（Ｄ）及び図１５（Ａ）に示す様に、各現画像データＤｉ１とそれに対応する１
フレーム前の画像データＤｉ０間では、変化はない。
【００７９】
これに対して、図１５（Ｅ）及び図１５（Ｂ）は、それぞれ、図１５（Ｄ）及び図１５（
Ａ）に示す現画像データＤｉ１及び１フレーム前の画像データＤｉ０に対応する符号化画
像データを模式的に示す図である。ここでは、図１５（Ｅ）及び図１５（Ｂ）は、共にＦ
ＴＢＣ符号化によって得られる符号化画像データを示しており、代表値（Ｌａ，Ｌｂ）を
８ビットデータとして表し、各画素に１ビットのデータを割り当てている。
【００８０】
図１５（Ｆ）及び図１５（Ｃ）は、それぞれ、図１５（Ｅ）及び図１５（Ｂ）に示す符号
化画像データを復号化した後の第１及び第２復号化画像データＤｂ１及びＤｂ０を示して
いる。
【００８１】
又、図１５（Ｇ）は、図１５（Ｆ）及び図１５（Ｃ）に示す両復号化画像データＤｂ１及
びＤｂ０に基づいて生成される変化量データＤｖ１の値を示しており、図１５（Ｈ）は、
図１の１フレーム前画像再生回路９から画像データ補正回路 に出力される、再生され
た１フレーム前画像データＤｐ０の値を示している。
【００８２】
図１５（Ｄ）及び図１５（Ｆ）並びに図１５（Ａ）及び図１５（Ｃ）に示す様に、両復号
化画像データＤｂ１及びＤｂ０に、符号化及び復号化処理に伴う誤差が生じている。しか
しながら、図１５（Ｆ）及び図１５（Ｃ）に示す両復号化画像データＤｂ１及びＤｂ０に
基づいて変化量データＤｖ１を生成することにより、図１５（Ｇ）に示す通り、各変化量
データＤｖ１値は何れも０値となる。このため、図１５（Ｈ）に示す様に、１フレーム前
再生画像データＤｐ０は、符号化及び復号化により生じる誤差の影響を一切受けることな
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く、図１５（Ａ）の１フレーム前の画像データＤｉ０を忠実に再生し得る。従って、最終
的に得られる１フレーム前の再生画像データは、符号化及び復号化処理に伴う誤差の影響
を受けていないことが、理解される。
【００８３】
他方、図１の画像データ補正回路１０に入力される現画像データＤｉ１は画像の符号化処
理を施されてはいないので、画像データ補正回路１０は、現画像データＤｉ１と、誤差の
影響を受ける事無く正しく再生された１フレーム前再生画像データＤｐ０とに基づき、正
しい補正画像データＤｊ１を液晶表示パネル１１に出力することが出来る。
【００８４】
尚、上記記載では、画像データ補正回路１０が図３に示す２個のＬＵＴ保有回路１３，１
４を有する場合について開示しているが、同回路１０の構成がこの形態に限定されるもの
ではないことは明らかである。即ち、３個以上のＬＵＴ保有回路を画像データ補正回路１
０内に設け、周囲温度と基準温度との比較結果を与える制御信号ＴＰ１のレベルに応じて
、補正量制御回路１５がこれらのＬＵＴ保有回路を適宜に切り替えることとしても良い。
この場合、ＬＵＴ保有回路の数と基準温度の数とを増やす毎に、各周囲温度における画像
データの補正量をより精細に且つ適切に制御することが可能となる。その様な変形例の数
例を以下に示す。
【００８５】
図１６は、温度制御部１２が１個の基準温度（Ｔ０）のデータを有しており、且つ、画像
データ補正回路１０が３個のＬＵＴ保有回路１３Ａ，１３１４Ａ，１４Ａを有している場
合における、画像データ補正回路１０の構成を示すブロック図である。これらの構成要素
の内で、第１及び第２ＬＵＴ保有回路１３Ａ、１４Ａは、それぞれ、図３における第１及
び第２ＬＵＴ保有回路１３、１４に相当しており、第３ＬＵＴ保有回路１３１４Ａは、温
度制御部１２が有する基準温度（Ｔ０）と同じ周囲温度における、２５６×２５６個の第
３候補値データから成る第３ＬＵＴをその格納部分に保有している。そして、補正量制御
回路１５は、（Ａ）制御信号ＴＰ１がＴ＜Ｔ０を示すレベルを有するときには、第１補正
候補現画像データＤｊ２を選択し、（Ｂ）制御信号ＴＰ１がＴ＝Ｔ０を示すレベルを有す
るときには、第３補正候補現画像データＤｊ２３を選択し、（Ｃ）制御信号ＴＰ１がＴ＞
Ｔ０を示すレベルを有するときには、第２補正候補現画像データＤｊ３を選択する。
【００８６】
次に、図１７は、温度制御部１２が２個の基準温度（Ｔ０１、Ｔ０２（＞Ｔ０１））のデ
ータを有しており、且つ、画像データ補正回路１０が３個のＬＵＴ保有回路１３Ｂ，１３
１４Ｂ，１４Ｂを有している場合における、画像データ補正回路１０の構成を示すブロッ
ク図である。これらの構成要素の内で、第１及び第２ＬＵＴ保有回路１３Ｂ、１４Ｂは、
それぞれ、図３における第１及び第２ＬＵＴ保有回路１３、１４に相当しており、Ｔ１＜
Ｔ０１＜Ｔ３＜Ｔ０２＜Ｔ２の関係が成立する。そして、第３ＬＵＴ保有回路１３１４Ｂ
は、温度制御部１２が有する第１基準温度（Ｔ０１）よりも高く且つ第２基準温度（Ｔ０
２）よりも低い第３温度Ｔ３における、２５６×２５６個の第３候補値データから成る第
３ＬＵＴを、その格納部分に保有している。そして、補正量制御回路１５は、（Ａ）制御
信号ＴＰ１がＴ＜Ｔ０１を示すレベルを有するときには、第１補正候補現画像データＤｊ
２を選択し、（Ｂ）制御信号ＴＰ１がＴ０１＜Ｔ＜Ｔ０２を示すレベルを有するときには
、第３補正候補現画像データＤｊ２３を選択し、（Ｃ）制御信号ＴＰ１がＴ＞Ｔ０２を示
すレベルを有するときには、第２補正候補現画像データＤｊ３を選択する。この様に、基
準温度とＬＵＴ保有回路との数が共に図３の場合よりも増えることにより、より一層木目
細やかな現画像データＤｉ１の補正が可能となる。
【００８７】
本実施の形態によれば、以下の複数の利点が得られる。
【００８８】
（Ｉ）符号化回路４により現画像データＤｉ１を符号化してデータ量を圧縮した上で、こ
の圧縮された現画像データを遅延回路５内のメモリに１フレーム期間格納するので、現画
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像データＤｉ１を１フレーム期間遅延するために必要なメモリの容量を格段に削減するこ
とが出来る。しかも、現画像データＤｉ１の画素情報を一切間引かずに現画像データＤｉ
１の符号化及び復号化を行うので、ある周囲温度下での、正確な値の補正候補現画像デー
タを発生させることが出来る。
【００８９】
（ＩＩ）画像データ補正回路１０の各ＬＵＴ保有回路は、現画像データＤｉ１と１フレー
ム前再生画像データＤｐ０とに基づいて、ある周囲温度下での補正候補現画像データを生
成するので、補正候補画像データは、符号化及び復号化処理時に生じる誤差の影響を一切
受けない。
【００９０】
（ＩＩＩ）画像データ補正回路１０は、補正現画像データＤｊ１を生成する際に、周囲温
度情報を与える制御信号ＴＰ１の指令に応じて、複数の補正候補現画像データの中から最
適な補正候補現画像データを補正現画像データＤｊ１として選択するので、周囲温度が変
化した場合であっても、現画像データＤｉ１を正しく補正することが出来、常に液晶の応
答速度を正確に制御することが可能となる。
【００９１】
（実施の形態２）
本実施の形態は、実施の形態１における図１の画像データ補正回路１０の変形例を提案す
るものであり、図１の液晶表示装置におけるその他の構成要素については何らの変更もな
い。従って、本実施の形態の記載においては、図１の回路構成を援用する。
【００９２】
本実施の形態の特徴点は、次の点にある。即ち、本実施の形態では、温度制御部１２は一
つの基準温度Ｔ０のデータを有しており、画像データ補正回路は、（１）受信回路２の出
力端及び１フレーム前画像再生回路９の出力端に接続された入力端と、出力端とを有し、
上記基準温度Ｔ０に等しい所定の温度Ｔ１におけるＬＵＴデータを保有する１つのＬＵＴ
保有回路を有し、（２）ＬＵＴ保有回路が出力する補正画像データと現画像データＤｉ１
との減算処理を行って補正量データを算出し、（３）補正量データを制御信号ＴＰ１の指
令に応じて補正して新たな補正量データを生成した上で、（４）現画像データＤｉ１と新
たな補正量データとの加算処理を行って補正現画像データＤｊ１を生成する。以下、図面
に基づき、その特徴点を詳述する。
【００９３】
図１８は、本実施の形態に係る画像データ補正回路１０Ａの構成例を示すブロック図であ
る。ＬＵＴ保有回路１６は、基準温度Ｔ０（＝Ｔ１）におけるＬＵＴを保有しており、当
該ＬＵＴは、「液晶表示パネル１１又はその近傍雰囲気の温度（周囲温度）Ｔが基準温度
Ｔ０にある状況下で、液晶の透過率が１フレーム期間内に現画像データＤｉ１の第１輝度
値に対応した第１透過率となる様に、ｎビット信号である現画像データＤｉ１の第１輝度
値とｎビット信号である１フレーム前再生画像データＤｐ０の第２輝度値との組合せ毎に
予め求められた、２ n×２ n個の、候補値を与える補正画像データ」を有している。ここで
、当該ＬＵＴの右下がり対角線上のデータ、即ち、第１輝度値と第２輝度値とが互いに等
しい輝度変化無しの場合における候補値データは、当該第１輝度値である（即ち、この場
合には補正なし）。このＬＵＴデータの求め方は、実施の形態１で記載した方法による。
【００９４】
又、減算回路１７は、受信回路２の出力端に接続された第１入力端と、ＬＵＴ保有回路１
６の出力端に接続された第２入力端と、出力端とを有する。
【００９５】
又、補正量制御回路１８は、減算回路 の出力端に接続された第１入力端と、温度制御
部１２の出力端に接続された第２入力端と、出力端とを有する。
【００９６】
更に、加算回路１９は、受信回路２の出力端に接続された第１入力端と、補正量制御回路
１８の出力端に接続された第２入力端と、液晶表示パネル１１に接続された出力端とを有
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する。
【００９７】
次に、画像データ補正回路１０Ａが有する現画像データ補正機能について記載する。尚、
画像データ補正回路１０Ａ以外の各部分の動作については、実施の形態１における対応部
分の動作と同様であるので、その記載を割愛する。
【００９８】
ＬＵＴ保有回路１６は、上記の通り、予め決められた温度Ｔ１（＝Ｔ０）における、２ n

×２ n個の候補値データないしは補正画像データを、ＬＵＴデータとして、その記憶領域
内に格納している。そして、同回路１６は、ＬＵＴ内における２ n×２ n個の補正画像デー
タの中から、入力した現画像データＤｉ１の第１輝度値と、入力した１フレーム前再生画
像データＤｐ０の第２輝度値との組合せに対応する（換言すれば、当該組合せで定められ
るアドレス内に格納されている）候補値を有する補正画像データ（ｎビット信号）を、補
正候補現画像データＤｊ４として出力する。
【００９９】
その後、減算回路１７は、ＬＵＴ保有回路１６が出力する補正候補現画像データＤｊ４か
ら現画像データＤｉ１を減算して、現画像データＤｉ１に対する補正量データＤｋ１を決
定・出力する。
【０１００】
次に、補正量制御回路１８は、（Ａ）減算回路１７の出力データＤｋ１が０値を示すとき
には減算回路１７の出力データＤｋ１をそのまま出力し、（Ｂ）減算回路１７の出力デー
タが０値でないときには、減算回路１７の出力データ及び制御信号ＴＰ１に基づいて、補
正済み輝度値と第１輝度値との差分に相当する補正量データＤｍ１を生成し、補正量デー
タＤｍ１をその出力端より出力する。
【０１０１】
ここで、上記（Ｂ）の機能をより具体的に記載するならば、次の通りである。即ち、補正
量制御回路１８は、温度制御部１２が出力する制御信号ＴＰ１に基づいて、補正量データ
Ｄｋ１が適切値になる様に補正量データＤｋ１を補正（制御）して、新たな補正量データ
Ｄｍ１を生成・出力する。その際の補正方法は、次の通りである。
【０１０２】
（Ｂ－１）第１制御：検出された周囲温度Ｔが上記基準温度Ｔ０（＝Ｔ１）よりも高い場
合には、温度制御部１２は、その状況を示す第１レベルを有する制御信号ＴＰ１を、補正
量制御回路１８に出力し、制御信号ＴＰ１の当該指令内容に応じて、補正量制御回路１８
は、補正量データＤｋ１の値が小さくなる様に、同データＤｋ１の値を制御する。その際
の補正方法としては、例えば、正の定数αを用いて、Ｄｍ１＝Ｄｋ１－αで与えられる関
係式を利用して、新たな補正量データＤｍ１を生成しても良く、あるいは、Ｄｍ１＝Ｄｋ
１＋α×（Ｔ０－Ｔ）で与えられる関係式を利用して、新たな補正量データＤｍ１を生成
しても良い。
【０１０３】
（Ｂ－２）第２制御：逆に周囲温度Ｔが上記基準温度Ｔ０（＝Ｔ１）よりも低い場合には
、温度制御部１２は、その状況を示す第２レベルを有する制御信号ＴＰ１を、補正量制御
回路１８に出力し、制御信号ＴＰ１の当該指令内容に応じて、補正量制御回路１８は、補
正量データＤｋ１の値が大きくなる様に、同データＤｋ１の値を制御する。その際の補正
方法としては、例えば、正の定数αを用いて、Ｄｍ１＝Ｄｋ１＋αで与えられる関係式を
利用して、新たな補正量データＤｍ１を生成しても良く、あるいは、Ｄｍ１＝Ｄｋ１＋α
×（Ｔ０－Ｔ）で与えられる関係式を利用して、新たな補正量データＤｍ１を生成しても
良い。
【０１０４】
勿論、補正量制御回路１８は、周囲温度が高い場合の第１制御（Ｂ－１）と、周囲温度が
低い場合の第２制御（Ｂ－２）の何れか一方だけの制御によって、新たな補正量データＤ
ｍ１を生成・出力することとしても良い。
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【０１０５】
（Ｂ－３）第３制御：周囲温度Ｔが上記基準温度Ｔ０（＝Ｔ１）（例えば常温）に等しい
場合には、温度制御部１２は、その状況を示す第３レベルを有する制御信号ＴＰ１を、補
正量制御回路１８に出力し、制御信号ＴＰ１の当該指令内容に応じて、補正量制御回路１
８は、入力した補正量データＤｋ１の値を新たな補正量データＤｍ１として出力する。即
ち、この場合には、補正量制御回路１８は、補正量データＤｋ１に対する補正を行わない
。
【０１０６】
最後に、加算回路１９は、新たな補正量データＤｍ１を現画像データＤｉ１に加算して、
加算後のデータを補正現画像データＤｊ１として液晶表示パネル１１に出力する。
【０１０７】
本実施の形態によっても、実施の形態１において記載した利点（ＩＩＩ）と同様の利点が
得られる。
【０１０８】
（実施の形態２の変形例１）
本変形例は、実施の形態２におけるＬＵＴ保有回路１６を変更する点に、その特徴点を有
しており、図１８中の他の構成要素に変更は無い。以下、図面に基づき、本変形例の特徴
点を詳述する。
【０１０９】
図１９は、本変形例に係る画像データ補正回路１０Ｂの構成を示すブロック図である。図
１９中、図１８中の構成要素と同一のものには、同一の参照符号が付されている。図１９
において、第１データ変換回路２０は、線形量子化あるいは非線形量子化等の量子化処理
によって、入力した現画像データＤｉ１のビット数ｎをビット数ｍ（ｍ＜ｎ）に削減する
。同様に、第２データ変換回路２１は、線形量子化あるいは非線形量子化等の量子化処理
によって、入力した１フレーム前再生画像データＤｐ０のビット数ｎをビット数ｑ（ｑ＜
ｎ）に削減する。被削減化ＬＵＴ保有回路２２は、実施の形態１で記載した決定方法と同
様の方法に基づいて予め決定された基準温度Ｔ０における被削減化ＬＵＴデータを、その
記憶部内に保有している。この被削減化ＬＵＴは、（２ m＋１）×（２ q＋１）個の、候補
値を与える補正画像データから成る。そして、各候補値は、液晶表示パネル１１又はその
近傍雰囲気の温度（周囲温度）Ｔが基準温度Ｔ０にある状況下で、液晶の透過率が１フレ
ーム期間内に現画像データＤｉ１の第１輝度値に対応した第１透過率となる様に、ｍビッ
ト信号である削減化された現画像データＤｅ１の輝度値とｑビット信号である削減化され
た１フレーム前再生画像データＤｅ０の輝度値との組合せ毎に求められている。ここでも
、削減化された現画像データＤｅ１の輝度値と削減化された１フレーム前再生画像データ
Ｄｅ０の輝度値とが等しい場合には、補正不要であり、被削減化ＬＵＴの右下がり対角線
上の候補値データは、削減化された現画像データＤｅ１の輝度値に等しい。そして、被削
減化ＬＵＴ保有回路２２は、入力した両データＤｅ１、Ｄｅ０に応じて、両データＤｅ１
、Ｄｅ０の輝度値の組合せに対応する候補値データと、当該候補値データに隣接する３個
の隣接候補値データとを出力する。補間回路２３は、２個の補間係数に基づき、入力した
４個の被削減化画像補正データの補間処理を行って、図１８のデータＤｊ４に対応するｎ
ビットの補正候補現画像データＤｊ５を生成する。以下では、記載の便宜上、ｎ＝８及び
ｍ＝ｑ＝３の場合について、図１９の回路１０Ｂの動作を記載する。
【０１１０】
第１及び第２データ変換回路２０、２１は、それぞれ、現画像データＤｉ１及び１フレー
ム前再生画像データＤｐ０の量子化ビット数を、８ビットから３ビットに削減した上で、
削減化された現画像データＤｅ１及び削減化された１フレーム前再生画像データＤｅ０を
生成・出力する。と同時に、両データ変換回路２０及び２１は、それぞれ、第１及び第２
補間係数ｋ０及びｋ１を算出し、これらの補間係数を与える信号を補間回路２３へ出力す
る。
【０１１１】
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被削減化ＬＵＴ保有回路２２は、３ビット現画像データＤｅ１及び３ビット１フレーム前
再生画像データＤｅ０の入力タイミングに応じて、４個の補正画像データＤｆ１～Ｄｆ４
を出力する。
【０１１２】
補間回路２３は、補正画像データＤｆ１～Ｄｆ４及び補間係数ｋ０，ｋ１に基づいて、補
間された８ビットの補正候補現画像データＤｊ５を生成・出力する。
【０１１３】
図２０は、図１９に示す被削減化ＬＵＴ保有回路２２が有するＬＵＴの構成を模式的に示
す図である。ここでは、ビット数変換された現画像データＤｅ１及びビット数変換された
１フレーム前再生画像データＤｅ０は、共に３ビットのデータであり、０～７の範囲内の
値を採り得る。図２０に示す様に、被削減化ＬＵＴは、２次元に配列される９×９個の候
補値データから成り、被削減化ＬＵＴ保有回路２２は、３ビットの現画像データＤｅ１の
輝度値、及び、３ビットの１フレーム前再生画像データＤ ０の輝度値に対応するアドレ
スに格納されている補正画像データｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｅ０）を第１候補値を与える第１補
正画像データＤｆ１として出力し、更に、第１補正画像データＤｆ１に隣接する３つの補
正画像データｄｔ（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０），ｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｅ０＋１），ｄｔ（Ｄｅ１
＋１，Ｄｅ０＋１）を、それぞれ第２、第３及び第４補正画像データＤｆ２，Ｄｆ３，Ｄ
ｆ４として、出力する。
【０１１４】
次に、補間回路２３における補間処理の詳細について記載する。
【０１１５】
補間回路２３は、第１～第４補正画像データＤｆ１～Ｄｆ４、及び、第１及び第２補間係
数ｋ１，ｋ０を用いて、以下の式（１）により、補間された補正画像データ（補正候補現
画像データ）Ｄｊ５を生成する。
【０１１６】
【数１】
　
　
　
　
【０１１７】
図２１は、上記式（１）により表される補間後の補正画像データＤｊ５の算出方法を示す
図である。図２１において、ｓ１，ｓ２は、第１データ変換回路２０が現画像データＤｉ
１の量子化ビット数を変換する際に用いられる閾値であり、ｓ３，ｓ４は、第２データ変
換回路２１が１フレーム前再生画像データＤｐ０の量子化ビット数を変換する際に用いら
れる閾値である。しかも、ｓ１は、ビット数変換された現画像データＤｅ１に対応する閾
値であり、ｓ２は、ビット数変換された現画像データＤｅ１よりも１だけ大きい現画像デ
ータ（Ｄｅ１＋１）に対応する閾値である。又、ｓ３は、ビット数変換された１フレーム
前再生画像データＤｅ０に対応する閾値であり、ｓ４は、ビット数変換された１フレーム
前再生画像データＤｅ０よりも１だけ大きい１フレーム前再生画像データ（Ｄｅ０＋１）
に対応する閾値である。
【０１１８】
このとき、第１及び第２補間係数ｋ１及びｋ０は、それぞれ、以下の式（２）及び式（３
）により決定される。
【０１１９】
【数２】
　
　
　
【０１２０】
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【数３】
　
　
　
【０１２１】
上記式（１）に示す補間演算処理により補間された補正候補現画像データＤｊ５は、減算
回路１７に出力される。以降の動作は、図１８に関して記載した動作と同じである。
【０１２２】
以上の通り、本回路１０Ｂは、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像データＤｐ
０のビット数を変換する際に算出される第１及び第２補間係数ｋ０，ｋ１を用いて、ビッ
ト数変換された４つのデータ（Ｄｅ１，Ｄｅ０）、（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０）、（Ｄｅ１，
Ｄｅ０＋１）、及び（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０＋１）に対応する４つの補正画像データＤｆ１
，Ｄｆ２，Ｄｆ３，Ｄｆ４から、その補間値Ｄｊ５を決定している。従って、第１及び第
２データ変換回路２０及び２１の動作時に生じ得る量子化誤差が補間値たる補正候補現画
像データＤｊ５に与える影響を低減することが出来る。即ち、補間を行わない場合には、
ＬＵＴ上の格子点以外のデータを選択しようとしても一番近い格子点のデータが用いられ
るので、そのことにより誤差が生じるが、補間する場合には、格子点間のデータを演算す
ることが出来るため、格子内のデータの連続性が保たれている限り、誤差が減少するので
ある。
【０１２３】
尚、第１及び第２データ変換回路２０及び２１は、線形量子化以外の非線形量子化によっ
て、入力データのビット数削減を行うことも出来る。例えば、非線形量子化によりビット
数を変換する際に、補正画像データの変化（隣接する補正画像データ間の差）が大きい領
域では量子化密度を相対的に高く設定することにより、ビット数削減に伴う補正候補現画
像データＤｊ５の誤差を低減することが出来る。
【０１２４】
既述した通り、両データ変換回路２０及び２１によるデータ変換処理後のデータのビット
数は、３ビットに限られるものではなく、補間回路２３によって補間することで実質的に
使用可能な補正候補現画像データＤｊ５を求め得るビット数であれば良い。その限りで、
任意のビット数をデータ変換処理後のデータビット数として選択することが出来る。勿論
、量子化ビット数の値に応じて、被削減化ＬＵＴ保有回路２２が有する補正画像データの
個数もまた変化する。
【０１２５】
更に、両データ変換回路２０及び２１によるデータ変換後の各データＤｅ１及びＤｅ０の
ビット数ｍ及びｑが、互いに異なっていても良い。
【０１２６】
又、両データ変換回路２０及び２１における第１及び第２データ変換の内の何れか一方を
実施しない様にすることも可能である。この様な変形として、例えば第１データ変換回路
２０を図１９の回路構成から除去するときには、被削減化ＬＵＴ保有回路２２には８ビッ
ト及び３ビットのデータが入力することとなり、同回路２２は、２５７×９個あるいは２
５６×９個の補正画像データを被削減化ＬＵＴとして有する。この場合、第１補間係数ｋ
１は０値となるので、補間値Ｄｊ５は、ｋ１＝０を式（１）に代入することで、求められ
る。その際に被削減化ＬＵＴから抽出されて補間に利用される補正画像データは、第１及
び第３補正画像データＤｆ１，Ｄｆ３の２つである。逆に、第２データ変換回路２１を用
いない場合には、同回路２２は９×２５７個あるいは９×２５６個の補正画像データを被
削減化ＬＵＴとして有し、且つ、ｋ０＝０を式（１）に代入することで補間値Ｄｊ５は決
定される。その際に被削減化ＬＵＴから抽出されて補間に利用される補正画像データは、
第１及び第２補正画像データＤｆ１，Ｄｆ２の２つである。
【０１２７】
又、補間回路２３を、線形補間以外の補間演算を用いて、例えば高次の関数を用いた補間
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演算を用いて、補正候補現画像データＤｊ５を決定する様に、構成しても良い。
【０１２８】
（実施の形態２の変形例２）
本変形例は、実施の形態２の変形例１を改良するものである。
【０１２９】
図２２は、本変形例に係る画像データ補正回路１０Ｃの構成を示すブロック図であり、図
２２の回路が図１９の回路と唯一相違する点は、新たに補正データ制限回路２４を追加し
た点にある。
【０１３０】
補正データ制限回路２４は、（１）先ず、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像
データＤｐ０に基づいて、両データＤｉ１及びＤｐ０が互いに等しいか否かを検出し、（
２）両データＤｉ１及びＤｐ０が互いに等しくない場合には、補正候補現画像データＤｊ
５をそのまま補正候補現画像データＤｊ６として出力し（補正データの制限なし）（Ｄｊ
６＝Ｄｊ５）、（３）現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像データＤｐ０とが互い
に等しい時には、補間回路２３が出力する補正候補現画像データＤｊ５の代わりに、現画
像データＤｉ１を補正候補現画像データＤｊ６として出力する（補正データの制限有り）
（Ｄｊ６＝Ｄｉ１）。
【０１３１】
この様な機能を呈する補正データ制限回路２４を両回路２３及び１７間に介在させること
により、次の様な利点が得られる。即ち、現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像デ
ータＤｐ０とが互いに等しい場合、つまり、動画面中のある画素の画像データ（輝度）に
変化が無い場合において、第１及び第２データ変換回路２０及び２１によるビット数削減
と、補間回路２３による補間演算との実行に伴い発生し得る画像データの補正誤差が、減
算回路１７に入力される補正候補現画像データ内に含まれてしまう事態を確実に回避する
ことが可能となる。
【０１３２】
尚、現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像データＤｐ０との差が比較的少ない場合
においても、補正データ制限回路２４が、（Ａ）補間回路２３が出力する補正候補現画像
データＤｊ５の代わりに、現画像データＤｉ１を最終的な補正候補現画像データＤｊ６と
して出力する様にしても良い。あるいは、補正データ制限回路２４が、（Ｂ）補正量が少
なくなる様に補間回路２３が出力する補正候補現画像データＤｊ５を制限する様にしても
良い。より具体的には、補正データ制限回路２４が、現画像データＤｉ１と１フレーム前
再生画像データＤｐ０との差分値の絶対値が、予め決められた値（Ｓｈ）よりも小さいこ
とを検出した場合には、同回路２４は、以下の式（４）及び式（５）により定められるデ
ータ処理に基づいて、補間回路２３が出力する補正候補現画像データＤｊ５を制限するこ
とが出来る。
【０１３３】
【数４】
　
　
　
　
　
　
【０１３４】
この様な制限処理により、補間時に生じる誤差を補正することが可能となる。即ち、両デ
ータＤｉ１及びＤｐ０が互いに等しい場合には、補間の際に用いられるＬＵＴ内の対角線
上の格子点（２点）におけるデータの補正量は共に０値であるが、逆向きの対角上におけ
る２点の補正量が０値ではない。そのため、その分の補正量が補間処理により誤差として
発生してしまうところ、上記の様な制限処理を施すことにより、この誤差を低減化する方
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向で補正することが出来る。特に、対角線に近い部分の誤差を少なくすることが出来る。
【０１３５】
（実施の形態３）
本実施の形態は、既述した第２目的を達成するための構成例を提案するものである。即ち
、本実施の形態においては、実施の形態１及び２とは異なり、液晶表示パネルの周囲温度
の変化と言う点は考慮外である。従って、本実施の形態を以下に詳述するに際しては、実
施の形態１及び２の記載と重複する箇所が多々生じることとなる。このため、その様な重
複箇所の記載に関しては、適宜、実施の形態１及び２の記載及び対応図面を援用すること
とする。
【０１３６】
但し、本実施の形態の詳述に先だって、以下の指摘（問題認識）が本実施の形態における
思考の出発点を成しているので、再度、既述した日本国特許第２６１６６５２号（特許文
献１）の先行発明に内在する問題点を指摘する。即ち、同文献１に記載の先行発明は、輝
度値の大小関係の変化のみに基づいて液晶駆動電圧を増減させると言う発想に依拠してい
る。このため、現画像の輝度値がその１フレーム前の画像の輝度値よりも増加する場合に
は、その増加量の値如何に拘わらず、現画像の輝度値に対応する液晶駆動電圧よりも高い
駆動電圧が一律に液晶駆動電極に印加される。その結果、輝度値の変化が僅かな場合には
、液晶に過電圧が印加されることになり、画質の劣化が生じる。逆に、現画像の輝度値が
１フレーム前の画像の輝度値よりも減少する場合においても、その減少量の値如何に拘わ
らず、現画像の輝度値に対応する液晶駆動電圧よりも低い駆動電圧が一律に液晶駆動電極
に印加されるため、同様な画質劣化が生じ得る。この様な本質的な問題点が顕出する原因
は、輝度値の単純な比較処理に基づいて駆動電圧の増減量を一律に設定している点にある
ものと、本願発明者は考える。そこで、斯かる観点を踏まえて、本願発明者は本実施の形
態の主題を創作している。
【０１３７】
図２３は、本実施の形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。図２３中、
図１中の参照符号と同一の参照符号が付された各構成要素は、図１中の対応する構成要素
と同一である。即ち、図２３の装置が図１の装置と相違する点は、（ｉ）温度制御部１２
の不存在、及び、（ｉｉ）本装置の中核部たる画像データ補正回路１０Ｄの構成にあり、
その他の構成要素１，２，４，５，６，７，８，９は同一回路構成及び同一機能を有する
。従って、これらの構成要素１，２，４，５，６，７，８，９の記載に関しては、実施の
形態１における対応部分の記載を基本的に援用する。
【０１３８】
図２３における各部の概要は以下の通りである。先ず、受信回路２は、入力端子１を介し
て映像信号を受信し、１フレーム分の入力動画像（現画像）に対応するラスター画像デー
タ（現画像データ）Ｄｉ１を順次出力する。画像データ処理部３は、現画像データＤｉ１
に対して所定の処理を施すことにより、現画像データＤｉ１の補正信号である補正現画像
データＤｊ１を生成する。画像データ処理部３は、符号化回路４、遅延回路５、第１復号
化回路６、第２復号化回路７、変化量算出回路８、１フレーム前画像再生回路９、及び画
像データ補正回路１０Ｄを備える。
【０１３９】
符号化回路４は、現画像データＤｉ１を符号化・圧縮することにより、現画像に対応する
符号化画像データＤａ１を生成・出力する。現画像データＤｉ１の符号化には、ＦＢＴＣ
（ Fixed Block Truncation Coding）又はＧＢＴＣ（ Generalized Block Truncation Codi
ng）等のブロック符号化を用いることが出来る。又、ＪＰＥＧ（ Joint Photographic Exp
erts Group）の様な２次元離散コサイン変換符号化、ＪＰＥＧ－ＬＳ（ Joint Photograph
ic Experts Group-Lossless）の様な予測符号化、あるいはＪＰＥＧ２０００の様なウェ
ーブレット変換と言った様な、任意の静止画用符号化方式を、上記符号化に適用すること
も可能である。尚、静止画用符号化方法が、符号化前の現画像データＤｉ１と復号化後の
復号化画像データＤｂ１とが完全に一致しない非可逆符号化方法であっても、その様な静
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止画用符号化方法を適用することは可能である。
【０１４０】
遅延回路５は、符号化回路４より出力される符号化画像データＤａ１を１フレームに相当
する期間だけ遅延することにより、現画像データＤｉ１の１フレーム前の画像データに対
応する符号化画像データＤａ０を出力する。遅延回路５は、符号化画像データＤａ１を１
フレーム期間記憶するメモリ（図示せず）と、当該メモリを制御するメモリ制御部（図示
せず）とを備える。よって、現画像データＤｉ１の符号化率（データ圧縮率）を高くする
程に、遅延回路５が有するメモリの容量を少なくすることが出来る。
【０１４１】
第１復号化回路６は、符号化画像データＤａ１を復号化（伸長化）することにより、現画
像データＤｉ１に対応する第１復号化画像データＤｂ１を出力する。同時に、第２復号化
回路７は、符号化画像データＤａ０を復号化することにより、現画像データＤｉ１の１フ
レーム期間分だけ前の画像データに対応する第２復号化画像データＤｂ０を出力する。
【０１４２】
変化量算出回路８は、両復号化画像データＤｂ１及びＤｂ０に基づいて、第２復号化画像
データＤｂ０から第１復号化画像データＤｂ１を減算することにより、各画素における、
１フレーム期間分だけ前の画像の輝度値と現画像の輝度値との変化量データＤｖ１を算出
・出力する。
【０１４３】
１フレーム前画像再生回路９は、現画像データＤｉ１に輝度値変化量データＤｖ１を加算
することにより、１フレーム前の画像データＤｐ０を再生する。
【０１４４】
画像データ補正回路１０Ｄは、現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像データＤｐ０
とに基づいて現画像データＤｉ１を補正することにより、補正現画像データＤｊ１を出力
する。具体的には、同回路１０Ｄは、現画像データＤｉ１の値、従って現画像の輝度値が
、１フレーム前再生画像データＤｐ０が与える輝度値と比較して変化する場合にのみ、液
晶の表示画素部分の透過率が１フレーム期間以内に現画像の輝度値に対応する透過率とな
る様に、現画像データＤｉ１を補正する。
【０１４５】
液晶表示パネル１１は、ある画素の補正現画像データＤｊ１に基づいて駆動電圧を決定し
た上で、当該駆動電圧を当該画素に対応する液晶の表示画素用の駆動電極に印加して、表
示動作を行う。
【０１４６】
ここで、図２３に示す画像データ処理部３の動作を示すフローチャートとして、既述した
図２を援用する。図２中の各ステップに関して、本実施の形態が実施の形態１と相違する
唯一の点は、ステップＳｔ６にある。
【０１４７】
現画像データ符号化工程（Ｓｔ１）においては、符号化回路４は現画像データＤｉ１を符
号化し、現画像に対応する符号化画像データＤａ１を出力する。被遅延符号化画像データ
読出し工程（Ｓｔ２）においては、遅延回路５は、現画像の１フレーム前の画像に対応す
る符号化画像データＤａ０を出力すると共に、符号化画像データＤａ１を１フレームに相
当する期間だけ遅延させる動作を実行する。符号化画像データ復号化工程（Ｓｔ３）にお
いては、第１復号化回路６及び第２復号化回路７は、それぞれ、対応する符号化画像デー
タＤａ１及びＤａ０を復号化し、現画像及び１フレーム前の画像に対応する第１及び第２
復号化画像データＤｂ１及びＤｂ０を出力する。変化量データ算出工程（Ｓｔ４）におい
ては、変化量算出回路８は、両復号化画像データＤｂ１及びＤｂ０に基づいて、輝度値の
変化量データＤｖ１を生成・出力する。１フレーム前画像再生工程（Ｓｔ５）においては
、１フレーム前画像再生回路９は、輝度値の変化量データＤｖ１及び現画像データＤｉ１
に基づいて、１フレーム前の画像に対応する再生画像データＤｐ０を出力する。核心部た
る現画像データ補正工程（Ｓｔ６）においては、画像データ補正回路１０Ｄは、両データ
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Ｄｉ１及びＤｐ０に基づいて現画像データＤｉ１を補正し、補正現画像データＤｊ１を出
力する。以上のステップＳｔ１～Ｓｔ６における一連の動作が、１画面内の各画素の現画
像データＤｉ１に対して実行される。
【０１４８】
図２４は、図２３に示された画像データ補正回路１０Ｄの内部構成の一例を示すブロック
図である。同回路１０Ｄは、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）保有回路１３Ｄを備える。
そして、ＬＵＴ保有回路１３Ｄは、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像データ
Ｄｐ０に基づいて、液晶中の対応する表示画素部分の透過率が１フレーム期間内に当該画
素の現画像の輝度値に対応する透過率となる様な補正データ（ＬＵＴデータ）を、ＬＵＴ
の中から抽出し、その様に抽出されたＬＵＴデータを、現画像データＤｉ１を補正するた
めの補正現画像データＤｊ１に設定・出力する。
【０１４９】
図２５は、ＬＵＴ保有回路１３Ｄが有するルックアップテーブルの構成を模式的に示す図
であり、実施の形態１において既述した図４に対応する図面である。ここでは、現画像デ
ータＤｉ１及び１フレーム前再生画像データＤｐ０は共に８ビットの画像データであり、
それらのデータが与える輝度値は０～２５５の範囲内の値となる。図２５に示すルックア
ップテーブルは、２次元に配列される２５６×２５６個のデータを有し、現画像データＤ
ｉ１及び１フレーム前再生画像データＤｐ０の両値に対応する補正現画像データＤｊ１＝
ｄｔ（Ｄｉ１，Ｄｐ０）を出力する。
【０１５０】
以下、補正現画像データＤｊ１の決定方法について記載する。但し、本実施の形態におけ
る補正現画像データＤｊ１の決定方法は、実施の形態１において図５、図７、図８及び図
９を参照して記載した決定方法と基本的に同一である。そのため、それらの記載を基本的
に援用すると共に、図５、図７及び図８の各図面を以下での記載においても援用する。本
実施の形態における補正現画像データＤｊ１の決定方法を重ねて記載すれば、次の通りで
ある。
【０１５１】
現画像の輝度値を８ビット（０～２５５）で以って与えるものとすると、例えば現画像デ
ータＤｉ１＝１２７の場合、当該画素に対応する液晶の表示画素部分には透過率が５０％
となる様な電圧Ｖ５０が印加される。同様に、現画像データＤｉ１＝１９１の場合には、
透過率が７５％となる様な電圧Ｖ７５が印加される。図５に示す様に、現画像データＤｉ
１に基づいた電圧Ｖ５０及びＶ７５を対応する表示画素部分にそれぞれ印加する場合、液
晶の表示画素部分の透過率がそれぞれ５０％及び７５％と言う所定の透過率に到達するに
は、１フレーム期間よりも長い応答時間を要する。よって、現画像の輝度値が１フレーム
前の画像の輝度値と比較して変化する場合には、液晶の表示画素部分の透過率が１フレー
ム期間内に現画像の輝度値に対応する透過率となる様な補正現画像データＤｊ１を回路３
において生成・出力し、この補正現画像データＤｊ１に基づいて生成される駆動電圧を対
応する表示画素部分の電極に印加することにより、液晶の応答速度を向上させることが可
能である。
【０１５２】
図５に例示する様な応答速度の場合には、電圧Ｖ７５を印加すると、１フレーム期間経過
時の液晶の透過率は５０％となる。よって、目標とする透過率が５０％の場合には、液晶
の駆動電圧を電圧Ｖ７５に設定することにより、１フレーム期間内に液晶の透過率を５０
％とすることが出来る。つまり、現画像データＤｉ１の輝度値が０から１２７に変化する
場合には、現画像データＤｉ１の輝度値を修正して、輝度値１９１を有する補正後の現画
像データＤｊ１を液晶表示パネル１１に出力するならば、液晶内の対応する表示画素部分
が１フレーム期間内に所望の透過率を有することとなる様な駆動電圧が上記表示画素部分
に印加される。
【０１５３】
図７において、現画像の輝度値及び１フレーム前画像の輝度値との組み合わせは２５６×
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２５６通り存在するので、応答速度も２５６×２５６通り存在する。又、図８において、
現画像データＤｉ１に対する補正量は、現画像の輝度値及び１フレーム前画像の輝度値と
の組み合わせに対応して、２５６×２５６通り存在する。図７に示す様に、液晶の応答速
度は現画像の輝度値及び１フレーム前画像の輝度値との組合せ毎に異なり、補正量は簡単
な計算式によって一般的に求めることが出来ない。そのため、図２４のＬＵＴ保有回路１
３Ｄのルックアップテーブルには、図２６に示す様に、図８に示した２５６×２５６通り
の補正量をそれぞれの現画像データＤｉ１に加算して得られた補正現画像データＤｊ１が
格納される。ここで、補正現画像データＤｊ１の値は、当然のことではあるが、液晶表示
パネル１１にとって表示可能な透過率の範囲を超えない様に、即ち、現画像及び１フレー
ム前画像の輝度値が共に８ビットの場合であれば、０～２５５の範囲内の値に、設定され
る。補正現画像データＤｊ１がこの範囲以外の値に設定される場合には、液晶パネルを駆
動させるセグメント電極駆動回路として従来から一般的に使用されている回路を使用する
ことが出来ない。
【０１５４】
既述の通り、液晶の応答特性は、液晶の材料、電極形状、あるいは温度等の様々な要因に
よって変化する。従って、こうした個々の使用条件に対応する補正現画像データＤｊ１を
有するルックアップテーブルを採用することにより、使用条件の変更に応じて、ルックア
ップテーブル内の補正現画像データＤｊ１を書き換えるか、又は、十分な容量を有するル
ックアップテーブルを用意しておいて複数の異なる組み合わせの中から当該使用条件に適
した補正現画像データＤｊ１に切り替えることで以って、液晶の特性に応じた臨機応変な
応答速度の制御を実現することが出来る。
【０１５５】
又、図８に示す様に、補正量は、液晶の応答速度に応じて設定されており、液晶の応答速
度が遅い輝度値の組み合わせに対する補正量が大となる様に、補正量は設定される。特に
、中間輝度（グレー）から高輝度（白）に変化する際の液晶の応答速度は遅い。従って、
中間輝度を表す１フレーム前再生画像データＤｐ０と高輝度を表す現画像データＤｉ１と
の組み合わせに対応する補正現画像データＤｊ１の値を、現画像データＤｉ１の値と比べ
てより大きな値に設定することにより、液晶の応答速度を効果的に向上させることが出来
る。
【０１５６】
図２５に例示されるルックアップテーブルより出力される補正現画像データＤｊ１は、液
晶表示パネル１１に出力される。同パネル１１内のドライバ（図示せず）は、補正現画像
データＤｊ１に基づいて駆動電圧を生成し、その駆動電圧を液晶の対応するセグメント電
極に印加することにより、最適な階調表示を実現する。
【０１５７】
本実施の形態に係る画像データ処理部３（図２３）の動作を模式的に記載するタイミング
チャートとして、図１４（Ａ）、図１４（Ｂ）及び図１４（Ｃ）の図面をここでも援用す
ると共に、これらの図面に関する実施の形態１における記載部分をも援用する。
【０１５８】
以上の通り、本実施の形態に係る画像データ処理部３は、現画像データＤｉ１を一旦符号
化してデータ量を圧縮した上で現画像データの符号化データを遅延しているので、現画像
データＤｉ１を１フレーム期間だけ遅延するために必要なメモリ容量を削減することが出
来ると言う利点を呈する。しかも、画素データを間引かずに、１画面内の全画素の現画像
データＤｉ１について符号化・復号化処理を実行しているので、本実施の形態は、画質の
劣化をもたらさない、適切な値を有する補正現画像データＤｊ１を発生することが出来、
その結果、液晶の応答速度を適正に制御することが出来ると言う利点をも奏する。
【０１５９】
又、画像データ補正回路１０Ｄは、現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像データＤ
ｐ０とに基づいて補正現画像データＤｊ１を生成・出力するので、実施の形態１と同様に
、符号化・復号化処理時に発生し得る誤差の影響を受けない補正現画像データＤｊ１を実
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現することが出来ると言う利点をも兼ね備えている。この点を、以下に記載する。
【０１６０】
図２７（Ａ）～図２７（Ｆ）は、符号化及び復号化処理に起因して発生する誤差が補正現
画像データＤｊ１に与える影響について記載するための説明図である。即ち、図２７（Ａ
）は、現画像の１フレーム前である（ｎ－１）番目のフレームにおける実際の画像例を表
す画像データＤｉ０を、図２７（Ｄ）は、現画像であるｎ番目のフレームにおける画像を
表す現画像データＤｉ１の値を、それぞれ模式的に示す図である。図２７（Ａ）及び図２
７（Ｄ）に示す様に、現画像データＤｉ１は、実際の１フレーム前の画像データＤｉ０と
比較して、変化していない。図２７（Ｅ）及び図２７（Ｂ）は、それぞれ、図２７（Ｄ）
及び図２７（Ａ）に示す現画像データＤｉ１及び１フレーム前の画像データＤｉ０に対応
する符号化データを模式的に示す図である。ここで、図２７（Ｅ）及び図２７（Ｂ）は、
ＦＴＢＣ符号化によって得られる符号化データを示しており、代表値（Ｌａ，Ｌｂ）を８
ビットとして、各画素に１ビットを割り当てている。図２７（Ｆ）及び図２７（Ｃ）は、
それぞれ、図２７（Ｅ）及び図２７（Ｂ）に示す符号化データを復号化して得られる復号
化画像データＤｂ０及びＤｂ１を示している。図２７（Ｇ）は、図２７（Ｆ）及び図２７
（Ｃ）に示す復号化画像データＤｂ１及びＤｂ０に基づいて生成される輝度値の変化量デ
ータＤｖ１の値を示しており、図２７（Ｈ）は、１フレーム前再生画像データＤｐ０の値
を示している。図２７（Ｄ）、図２７（Ｆ）、図２７（Ａ）及び図２７（Ｃ）に示す様に
、現画像データＤｉ１及び１フレーム前の画像データＤｉ０と比べて、復号化画像データ
Ｄｂ１及びＤｂ０に符号化・復号化に伴う誤差が生じた場合においても、図２７（Ｆ）及
び図２７（Ｃ）に示す復号化画像データＤｂ１及びＤｂ０に基づいて変化量データＤｖ１
が算出され、この変化量データＤｖ１値は、図２７（Ｇ）に示す通り、０である。これに
より、図２７（Ｈ）に示す様に、符号化・復号化により生じる誤差の影響を受けることな
く、１フレーム前再生画像データＤｐ０として、図２７（Ａ）に示す１フレーム前の画像
データＤｉ０と同じデータが再生されており、その様な誤差を含まない当該データＤｐ０
が画像データ補正回路１０Ｄへ出力される。
【０１６１】
画像データ補正回路１０Ｄの入力信号の一方である現画像データＤｉ１に対しては、画像
データの符号化処理が施されていないので、画像データ補正回路１０Ｄは、現画像データ
Ｄｉ１及び誤差無く適正に再生された１フレーム前再生画像データＤｐ０に基づき、適正
な補正現画像データＤｊ１を液晶表示パネル１１に出力することが出来る。
【０１６２】
上記の記載においては、図２５のルックアップテーブルに入力されるデータが８ビットで
表される場合であったが、これに限られるものではなく、補間処理等により実質的に補正
データを生成することが可能なビット数である限り、ルックアップテーブルに入力される
データのビット数は任意値としても良い。この場合には、その様な任意のビット数ｋ（ｋ
＜ｎ）のデータ（ｎ×ｎ個）を有するＬＵＴと、その出力段側に設けられる補間処理等を
行う回路（補正データとして選択された任意のビット数ｋのＬＵＴデータを、上記ＬＵＴ
の入力信号Ｄｉ１，Ｄｐ０のビット数ｎと同じビット数ｎを有する補正現画像データＤｊ
１に変換する処理回路）とから成る回路が、広義のＬＵＴ保有回路１３Ｄを成すものとみ
なされる。
【０１６３】
（実施の形態３の変形例１）
本変形例は、図１９に例示した実施の形態２の変形例１に類似するものであり、その相違
点は、図１９の減算回路１７、補正量制限回路１８及び加算回路１９の不存在にあり、そ
の他の構成要素２０～２３は両変形例において基本的に共通している。その意味で、本変
形例においても、基本的に、実施の形態２の変形例１において構成要素２０～２３に関し
て述べた記載を援用する。以下の記載においては、実施の形態３において例示した図２３
を援用する。と言うのは、本変形例の核心部が、図２３中の画像データ補正回路１０Ｄの
構成を修正する点にあるからである。
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【０１６４】
図２８は、本変形例に係る画像データ処理部３の動作を示すフローチャートである。ステ
ップＳｔ１からステップＳｔ５迄の各工程における動作は実施の形態３において記載した
通りであり、その記載を割愛する。本変形例における現画像データ補正工程Ｓｔ６は、画
像データ変換工程Ｓｔ７、画像データ補正工程Ｓｔ８及び補正画像データ補間工程Ｓｔ９
より成る。以下においては、後述する図２９を適宜参照することで、本変形例の現画像デ
ータ補正工程Ｓｔ６を詳述する。
【０１６５】
即ち、図２８の画像データ変換工程Ｓｔ７においては、現画像データＤｉ１の量子化ビッ
ト数を削減する（ｎビットからｍ（ｍ＜ｎ）ビットへの削減）と共に、１フレーム前再生
画像データＤｐ０の量子化ビット数をも同時に削減（ｎビットからｑ（ｑ＜ｎ）ビットへ
の削減）して、ビット数変換された現画像データＤｅ１及びビット数変換された１フレー
ム前再生画像データＤｅ０を生成する。次の画像データ補正工程Ｓｔ８においては、現画
像データＤｅ１及び１フレーム前再生画像データＤｅ０に基づいて、予め両データＤｅ１
及びＤｅ０の組合せに対応する補正データが格納されたルックアップテーブルの中から、
当該組合せに対応する第１補正画像データＤｆ１と、当該組合せに隣接する３個の格子点
における第２～第４補正画像データＤｆ２、Ｄｆ３、及びＤｆ４とを抽出して、これらの
補正画像データＤｆ１～Ｄｆ４で以って、ビット数変換された現画像データＤｅ１の補正
を行う。次の補正画像データ補間工程Ｓｔ９においては、ビット数変換前の現画像データ
Ｄｉ１と１フレーム前再生画像データＤｐ０とに基づいて、第１～第４補正画像データＤ
ｆ１、Ｄｆ２、Ｄｆ３、Ｄｆ４の補間演算処理を実行し、得られた補間画像データＤｈ１
を補正現画像データＤｊ１として出力する。
【０１６６】
本変形例に係る画像データ処理部３が有する画像データ補正回路１０Ｄ１は、図２４に示
すＬＵＴ保有回路１３Ｄに代えて、図２９に示す４個の構成要素より成る。即ち、同回路
１０Ｄ１は、第１データ変換回路２０、第２データ変換回路２１、実質的な画像データ補
正回路の動作を担う被削減化ＬＵＴ保有回路２２Ｄ及び補間回路２３を有する。
【０１６７】
図２９において、第１及び第２データ変換回路２０，２１は、それぞれ、現画像データＤ
ｉ１及び１フレーム前再生画像データＤｐ１の量子化ビット数を、例えば８ビットから３
ビットに削減することにより、ビット数変換された現画像データＤｅ１及びビット数変換
された１フレーム前再生画像データＤｅ０を出力する。と同時に、第１及び第２データ変
換回路２０，２１は、それぞれ、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像データＤ
ｐ０に基づいて行われるビット数変換に際して、第１及び第２補間係数ｋ０、ｋ１を算出
する。被削減化ＬＵＴ保有回路２２Ｄは、ビット数変換された現画像データＤｅ１及びビ
ット数変換された１フレーム前再生画像データＤｅ０に基づいて、当該画素に対応する液
晶の表示画素部分の透過率が１フレーム期間内に当該現画像の輝度値に対応する透過率と
なる様に、ビット数変換された現画像データＤｅ１を補正して、４個の補正画像データＤ
ｆ１～Ｄｆ４を出力する。補間回路２３は、ビット数変換の変換結果である第１及び第２
補間係数ｋ０、ｋ１を用いて、補正画像データＤｆ１～Ｄｆ４を補間することにより、ｎ
ビット（例えば８ビット）の補間画像データＤｈ１を出力する。
【０１６８】
補間画像データＤｈ１は、補正現画像データＤｊ１として、図２３の液晶表示パネル１１
のドライバ（図示せず）に入力され、同ドライバは補正画像データＤｈ１に基づいて当該
画素に対応するセグメント電極を駆動するための電圧を決定し、当該駆動電圧を対応する
セグメント電極に印加する。これにより、液晶表示パネル１１は、階調表示動作を行う。
【０１６９】
図３０は、図２９の被削減化ＬＵＴ保有回路２２Ｄが有するルックアップテーブルの構成
を模式的に示す図である。この一例では、ビット数変換された現画像データＤｅ１及びビ
ット数変換された１フレーム前再生画像データＤｅ０は、共に３ビットデータであり、０
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～７の範囲内の値をとる。図３０に示す様に、当該ルックアップテーブルは、２次元に配
列される９×９個のデータを有しており、共に３ビットにビット数変換された、現画像デ
ータＤｅ１及び１フレーム前再生画像データＤ ０の両値に対応する補正画像データｄｔ
（Ｄｅ１，Ｄｅ０）を補正画像データＤｆ１として出力する。更に、ルックアップテーブ
ルは、補正画像データＤｆ１に隣接する３つの補正画像データｄｔ（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０
）、ｄｔ（Ｄｅ１，Ｄｅ０＋１）、ｄｔ（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０＋１）を、それぞれ補正画
像データＤｆ２、Ｄｆ３、Ｄｆ４として出力する。
【０１７０】
補間回路 は、第１及び第２補間係数ｋ１、ｋ０並びに第１～第４補正画像データＤｆ
１～Ｄｆ４を用いて、既述した式（１）（但し、式（１）の左辺のＤｊ５をＤｈ１に置換
すること）で与えられる補間処理を実行することにより、補間された補間画像データＤｈ
１を算出する。
【０１７１】
図３１は、上記式（１）により表される補間画像データＤｈ１の算出方法を模式的に示す
図であり、図２１に対応している。図３１において、ｓ１及びｓ２は、第１データ変換回
路２０により現画像データＤｉ１の量子化ビット数を変換する際に用いられる閾値であり
、ｓ３及びｓ４は、第２データ変換回路２１により１フレーム前再生画像データＤｐ０の
量子化ビット数を変換する際に用いられる閾値である。しかも、閾値ｓ１は、ビット数変
換された現画像データＤｅ１に対応する閾値であり、閾値ｓ２は、ビット数変換された現
画像データＤｅ１よりも１だけ大きい現画像データＤｅ１＋１に対応する閾値である。又
、閾値ｓ３は、ビット数変換された１フレーム前再生画像データＤｅ０に対応する閾値で
あり、閾値ｓ４は、ビット数変換された１フレーム前再生画像データＤｅ０よりも１だけ
大きい１フレーム前再生画像データＤｅ０＋１に対応する閾値である。
【０１７２】
このとき、第１及び第２補間係数ｋ１、ｋ０は、それぞれ、式（６）及び式（７）により
算出される。
【０１７３】
【数５】
　
　
　
　
　
　
【０１７４】
以上の通り、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像データＤｐ０のビット数を変
換する際に算出される第１及び第２補間係数ｋ０、ｋ１を用いて、ビット数変換されたデ
ータ（Ｄｅ１，Ｄｅ０）、（Ｄｅ１＋１，Ｄｅ０）、（Ｄｅ１，Ｄｅ０＋１）、及び（Ｄ
ｅ１＋１，Ｄｅ０＋１）に対応する４つの補正画像データＤｆ１、Ｄｆ２、Ｄｆ３、Ｄｆ
４を補間演算することで、補間画像データＤｈ１を求めている。この補間処理により、ル
ックアップテーブルの構成を簡素化出来ると共に、第１及び第２データ変換回路２０、２
１における量子化誤差が補間画像データＤｈ１に与える影響を低減することが出来る。
【０１７５】
尚、第１及び第２データ変換回路２０、２１は、線形量子化以外の非線形量子化によって
、入力データのビット数削減を行うことも出来る。例えば、非線形量子化によりビット数
を変換する際に、補正画像データの変化（隣接する補正画像データ間の差）に応じて量子
化密度を設定する。即ち、補正画像データの変化が大きい領域では量子化密度を相対的に
高く設定することにより、ビット数削減に伴う補間画像データＤｈ１の誤差をより低減す
ることが出来る。
【０１７６】
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又、第１及び第２データ変換回路２０、２１によるデータ変換処理後のデータビット数は
、３ビットに限られるものではなく、補間回路２３によって補間することで実質的に使用
可能な補間画像データＤｈ１を求め得るビット数であれば、任意のビット数を選択するこ
とが出来る。勿論、量子化ビット数の値に応じて、被削減化ＬＵＴ保有回路２２Ｄにおけ
るルックアップテーブル内のデータ個数もまた変化する。
【０１７７】
更に、両データ変換回路２０，２１によるビット数変換後の各データのビット数ｍ、ｑが
、互いに異なっていても良く、又、いずれか一方のビット数変換を実施しないことも可能
である。いずれか一方のビット数変換を実施しない場合には、両データ変換回路２０又は
２１において現画像データＤｉ１又は１フレーム前再生画像データＤｐ１の量子化ビット
数ｎを削減することにより、ビット数変換された現画像データＤｅ１又はビット数変換さ
れた１フレーム前再生画像データＤｅ０のいずれか一方が出力される。その次に、ルック
アップテーブルへのアクセスにより、ビット数変換された現画像データＤｅ１と、ビット
数変換されていない１フレーム前再生画像データＤｐ１とに基づいて当該ビット数変換さ
れた現画像データＤｅ１を補正するか、又は、ビット数変換されていない現画像データＤ
ｉ１及びビット数変換された１フレーム前再生画像データＤｅ０に基づいて当該現画像デ
ータＤｉ１を補正することにより、補正画像データとこれに隣接する補正画像データが出
力される。その後、補間回路２３は、現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像データ
Ｄｐ０とに基づき、ビット数変換の変換結果である補間係数ｋ１又はｋ０を用いて、これ
らの補正画像データの補間を行うことにより、補間画像データＤｈ１を生成・出力する。
尚、両データ変換回路２０，２１によるビット数変換を行った場合には、補正画像データ
は４個のデータＤｆ１～Ｄｆ４より成るが、両データ変換回路２０，２１の何れか一方に
よるビット数変換を行った場合には、補正画像データは２個のデータより成る（式（１）
を参照）。又、両データ変換回路２０，２１の何れか一方によるビット数変換を行った場
合には、両補間係数ｋ１、ｋ０の何れか一方、即ち、現画像データＤｉ１又は１フレーム
前再生画像データＤｐ１の内のビット数変換を行わなかったデータに対応する補間係数の
値は０である。従って、式（１）より、ｋ１＝０のときには、被削減化ＬＵＴは少なくと
も２ n×（２ q＋１）個のデータを有することとなり、逆にｋ０＝０のときには、被削減化
ＬＵＴは少なくとも（２ m＋１）×２ n個のデータを有することとなる。
【０１７８】
尚、補間回路２３は、線形補間以外に、高次の関数を用いた補間演算により補間画像デー
タＤｈ１を算出する様に、構成されても良い。
【０１７９】
（実施の形態３の変形例２）
本変形例は、図２２に例示した実施の形態２の変形例２に類似するものであり、その相違
点は、図２２の減算回路１７、補正量制限回路１８及び加算回路１９の不存在にあり、そ
の他の構成要素２０～２４は両変形例において基本的に共通している。その意味で、本変
形例においても、基本的に、実施の形態２の変形例２において構成要素２０～２４に関し
て述べた記載を援用する。以下の記載においては、実施の形態３において例示した図２３
を援用する。蓋し、本変形例の核心部もまた、図２３中の画像データ補正回路１０Ｄの構
成を修正する点にあるからである。
【０１８０】
図３２は、本変形例に係る画像データ処理部３の動作を示すフローチャートである。図３
２中、ステップＳｔ１～Ｓｔ５、及びステップＳｔ７～Ｓｔ９の各工程における動作は、
実施の形態３及びその変形例１において記載したステップと同様であり、そのため、それ
らのステップの記載をここでは割愛する。本変形例の中核部たる補正画像データ制限工程
Ｓｔ１０においては、以下の所定の場合に、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画
像データＤｐ０に基づいて、現画像データＤｉ１が補正されない様に、又はその補正量が
少なくなる様に、補正画像データ補間工程（Ｓｔ９）において生成される補間画像データ
を制限し、これにより得られる制限画像データＤｇ１を出力する。そして、制限画像デー
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タＤｇ１は、補正現画像データＤｊ１として、図２３の液晶表示パネル１１に入力され、
同パネル１１は制限画像データＤｇ１に基づいて決定される電圧を当該画素に対応する表
示画素用駆動電極に印加することにより、階調表示動作を行う。
【０１８１】
本変形例に係る画像データ補正回路１０Ｄ２は、図３３に示す様に、図２９に示す構成要
素（第１データ変換回路２０、第２データ変換回路２１、被削減化ＬＵＴ保有回路２２Ｄ
及び補間回路２３）に加えて、補正データ制限回路２４を有する。
【０１８２】
補正データ制限回路２４は、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像データＤｐ０
に基づいて、現画像データＤｉ１と前フレーム再生画像データＤｐ０とが互いに等しいか
否かを判断し、両データＤｉ１、Ｄｐ０が互いに等しいときには、補間画像データＤｈ１
を制限する。即ち、同回路２４は、補間画像データＤｈ１の代わりに、現画像データＤｉ
１自体を補正現画像データＤｊ１として出力する。これにより、現画像データＤｉ１と１
フレーム前再生画像データＤｐ０とが互いに等しい場合（画像の変化がない場合）に、両
データ変換回路２０，２１によるビット数削減と補間回路２３による補間演算とに伴う画
像データの補正誤差を無くすることが出来る。
【０１８３】
現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像データＤｐ０との差が少ない場合においても
、上記回路２４は、補間回路２３が出力する補間画像データＤｈ１の代わりに、現画像デ
ータＤｉ１自体を制限画像データＤｇ１として出力するか、あるいは、補正量が少なくな
る様に補 画像データＤｈ１を制限することとしても良い。より具体的には、補正データ
制限回路２４が、現画像データＤｉ１と１フレーム前再生画像データＤｐ０との差分の絶
対値が予め決められた値Ｓｈよりも小さいと判断した場合には、同回路２４は、以下の式
（８）及び式（９）で与えられる演算処理を実行することにより、補間画像データＤｈ１
を適切な値に制限することが出来る。
【０１８４】
【数６】
　
　
　
　
　
　
【０１８５】
この関数については、それが線形関数又は高次関数であっても良く、予め決められた値Ｓ
ｈの境界付近において輝度値が変化する場合に表示画像が不自然になることがない様に当
該関数を適宜決定することが出来る。又、予め決められた値Ｓｈについても、両データ変
換回路２０，２１において削減するビット数や補間回路２３における補間方法等にもその
値は依存するけれども、表示画像が不自然になることがない様に、予め適宜に最適な値に
当該値Ｓｈを決定することが出来る。
【０１８６】
以上の様に、現画像データＤｉ１及び１フレーム前再生画像データＤｐ０に基づいて、現
画像データＤｉ１の補正を行わないか、又は、補正量が少なくなる様に、補正画像データ
補間工程Ｓｔ９において生成される補間画像データを制限して得られる制限画像データＤ
ｇ１を出力することにより、１フレーム前の画像と現画像との間で画像の変化が殆ど無い
か又はその変化が僅少の場合に、両データ変換回路２０，２１におけるビット数削減と及
び補間回路２３における補間演算とに伴う画像データの補正誤差を無くし、不要な補正に
よる表示画像の劣化を減少させることが出来る。
【０１８７】
（実施の形態４）
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本実施の形態の目的は、現画像に対して圧縮符号化及び復号化を行った上で画像処理を行
う液晶表示装置用画像データ処理装置において、圧縮符号化パラメータを適切に設定する
ことにより、液晶の応答速度をより適正に制御可能とすることにある。以下、図面を参照
しつつ、本実施の形態の一例を記載する。その際、本実施の形態に係る液晶表示装置用画
像データ処理部の構成を記載した後に、核心部たる、ＦＢＴＣ符号化を用いて圧縮符号化
を行う動作について詳述する。
【０１８８】
図３４は、本実施の形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。図３４の液
晶表示装置と図１に示した液晶表示装置とを比較すると、構成要素１，２，４，５，６，
７，１１は互いに共通する。従って、本実施の形態においても、実施の形態１における構
成要素１，２，４，５，６，７，１１に関する記載箇所を基本的に援用する。相違する点
は、本装置が構成要素５０，１００を有する点である。即ち、本実施の形態に係る液晶表
示装置は、入力端子１、受信回路２、画像データ処理部３Ａ、及び液晶表示パネル１１よ
り構成されており、中核部たる画像データ処理部３Ａは、符号化回路４、メモリ制御回路
５Ａ及びメモリ５Ｂを含む遅延回路５、第１及び第２復号化回路６，７、補正データ生成
回路５０、及び補正回路１００を有する。
【０１８９】
受信回路２は、入力端子１を介して受信されるラスター動画像信号を、デジタル形式の現
画像データＤｉ１として、単位時間（例えば１クロック）当りの転送ビット数Ｎ１で以っ
て画像データ処理部３Ａに出力する。このとき、画像データ処理部３Ａが１フレーム分の
現画像データＤｉ１を受信するのに必要な時間を受信時間Ｔ１と定義する。画像データ処
理部３Ａは、現画像データＤｉ１の階調を補正することにより、液晶表示パネル１１にお
ける表示画像の階調変化速度を向上させる。その際、画像データ処理部３Ａは、補正され
た現画像データＤｊ１を、単位時間当りの転送ビット数Ｎ３で以って液晶表示パネル１１
に出力する。ここで、画像データ処理部３Ａが１フレーム分の現画像データＤｊ１を全て
出力するのに要する時間を出力時間Ｔ３と定義する。特に、画像データ処理部３Ａは、第
１及び第２復号化回路６，７による両復号化処理を通じて、圧縮符号化により生じる誤差
を打ち消しあって、当該誤差を軽減することが出来ると言う利点を有する。
【０１９０】
画像データ処理部３Ａの遅延回路５に含まれるメモリ制御回路５Ａは、（ｉ）メモリ５Ｂ
に書き込むための圧縮符号化画像データＤａ１を一時的に保持するための一時記憶領域と
、（ｉｉ）メモリ５Ｂから読み出した、現画像の１フレーム前の画像に対応する圧縮符号
化画像データを、一時的に保持するための一時記憶領域とを有する。
【０１９１】
ここで、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間で単位時間当りに転送されるデータのビ
ット数を、Ｎ２として表す。従って、転送データビット数Ｎ２は、単位時間当りにメモリ
制御回路５Ａがメモリ５Ｂへ出力するデータ量と、単位時間当りにメモリ制御回路５Ａが
メモリ５Ｂから読み出すデータ量との合計になる。
【０１９２】
又、メモリ制御回路５Ａがメモリ５Ｂに対して 1フレーム分の圧縮符号化画像データＤａ
１全てを出力するのに要する時間と、メモリ制御回路５Ａがメモリ５Ｂから１フレームに
相当する期間だけ遅延された圧縮符号化画像データを 1フレーム分だけ読み出すのに要す
る時間とは互いに等しく、両者の時間をＴ２と定義する。
【０１９３】
あるいは、符号化回路４が、メモリ５Ｂに書き込むための圧縮符号化画像データを一時的
に保持するための一時記憶領域を有し、第２復号化回路７が、メモリ制御回路５Ａから出
力される１フレーム前の圧縮符号化画像データを一時的に保持するための一時記憶領域を
有する様に構成しても良い。但し、この場合には、符号化回路４がメモリ制御回路５Ａを
介してメモリ５Ｂに出力するデータ量と、第２復号化回路７がメモリ制御回路５Ａを介し
てメモリ５Ｂから読み出すデータ量との合計が、転送データビット数Ｎ２となる。しかも
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、この場合には、符号化回路４がメモリ制御回路５Ａを介してメモリ５Ｂに１フレーム分
の圧縮符号化画像データＤａ１全てを出力するのに要する時間と、第２復号化回路７がメ
モリ制御回路５Ａを介してメモリ５Ｂから１フレームに相当する期間だけ遅延された圧縮
符号化画像データの 1フレーム分を読み出すのに要する時間とは互いに等しくなり、両者
の時間は上記時間Ｔ２となる。
【０１９４】
図３５は、図３４に示す画像データ処理部３Ａにおける一連の動作を示すフローチャート
であり、既述した図２に対応する工程図である。図３５と図２とを比較すると明らかな通
り、ステップＳｔ１－Ｓｔ３は両実施の形態４，１において共通する工程であり、ステッ
プＳｔ４Ａ，Ｓｔ５Ａが実施の形態１とは相違する。
【０１９５】
即ち、現画像データ符号化工程Ｓｔ１は、符号化回路４の動作によって、現画像データＤ
ｉ１を圧縮符号化し、データ容量を圧縮した圧縮符号化画像データＤａ１を出力する工程
である。次の符号化画像データ遅延工程Ｓｔ２は、メモリ制御回路５Ａ及びメモリ５Ｂの
動作を利用することによって、（ｉ）ある画素の現画像に対して１フレーム期間だけ前の
当該画素の画像を圧縮符号化して成る圧縮符号化画像データＤａ０を読み出して第２復号
化回路７へ出力すると共に、（ｉｉ）受信した現画像の圧縮符号化画像データＤａ１を１
フレームに相当する期間だけ遅延するために、当該圧縮符号化画像データＤａ１をメモリ
５Ｂ内に書込む処理を行う工程である。符号化画像データ復号化工程Ｓｔ３は、両圧縮符
号化画像データＤａ１，Ｄａ０を復号化して、復号化された復号化画像データＤｂ１，Ｄ
ｂ０を出力する工程である。
【０１９６】
補正データ生成工程Ｓｔ４Ａは、補正データ生成回路５０において、第１及び第２復号化
画像データＤｂ１，Ｄｂ０に基づいて、現画像データＤｉ１を補正するための補正データ
Ｄｃを生成する工程である。
【０１９７】
更に、現画像データ補正工程Ｓｔ５Ａは、補正回路１００において、現画像データＤｉ１
を補正データＤｃに基づいて補正し、補正された現画像データＤｊ１を液晶表示パネル１
１に出力する工程である。
【０１９８】
そして、各工程Ｓ１～Ｓｔ５の動作は、現画像データＤｉ１に対して、１フレーム毎に行
われる。以下、画像データ処理部３Ａについて詳述する。
【０１９９】
符号化回路４は、現画像データＤｉ１を符号化することにより、そのデータ容量を圧縮し
た上で、圧縮後の符号化画像データＤａ１をメモリ制御回路５Ａ及び第１復号化回路６に
送信する。ここで、符号化回路４における現画像データＤｉ１の符号化方式としては、例
えば、ＪＰＥＧと言う様な２次元離散コサイン変換符号化方式、ＦＢＴＣ又はＧＢＴＣと
言う様なブロック符号化方式、ＪＰＥＧ－ＬＳと言う様な予測符号化方式、あるいは、Ｊ
ＰＥＧ２０００と言う様なウェーブレット変換方式などを用いることが出来る。要は、上
記符号化方式として、任意の静止画用符号化方式を用いることが出来る。又、上記静止画
のための符号化方式には、符号化前の画像データと復号化された画像データとが完全に一
致する可逆符号化方式、および、両者が一致しない非可逆符号化方式のいずれの方式であ
っても用いることが出来る。又、画像データによって符号量が変化する可変長符号化方式
、及び、符号量が一定である固定長符号化方式の内で何れの方式であっても、その様な方
式を用いることが出来る。
【０２００】
メモリ制御回路５Ａは、符号化回路４より送信されて来た圧縮符号化画像データＤａ１の
受信に応じて、（ｉ）メモリ５Ｂの対応するアドレスから、１フレーム前の当該画素の画
像に対応する圧縮符号化画像データＤａ０を読出し（この圧縮符号化画像データは現画像
から見て１フレームに相当する期間だけ遅延された圧縮符号化画像データに相当する）、
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読み出された圧縮符号化画像データＤａ０を第２復号化回路７に送信すると共に、（ｉｉ
）現画像の圧縮符号化画像データＤａ１をメモリ５Ｂに出力して同データＤａ１をメモリ
５Ｂの所定のアドレスに格納する。このときの、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間
で単位時間当りに転送されるデータのビット数は上記ビット数Ｎ２である。従って、転送
データビット数Ｎ２は、単位時間当りにメモリ制御回路５Ａが出力するデータ容量と、単
位時間当りにメモリ５Ｂから読み出されるデータ容量との合計となる。例えば、単位時間
が１フレーム期間である場合には、単位時間当りにメモリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに
書き込まれるデータ量と、単位時間当りにメモリ５Ｂ６からメモリ制御回路５Ａに読み出
されるデータ量とは、等しくなる。但し、実際の装置は、データの書込みとデータの読み
出しとを、同時にあるいは独立して行う様に、構成されているので、局所的な時間内（例
えば１クロック内）では、必ずしも両者のデータ量が一致するとは限らない。
【０２０１】
又、メモリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに１フレーム分の圧縮符号化画像データＤａ１全
てを出力するのに要する時間と、メモリ制御回路５Ａがメモリ５Ｂから１フレーム分の圧
縮符号化画像データＤａ０全てを読み出すのに要する時間とは互いに等しく、両者の時間
は上記時間Ｔ２である。
【０２０２】
尚、メモリ５Ｂは、書込みと読み出しとを同時に行うことが出来る機能を有するもの、あ
るいは、書込みと読み出しとを独立に実行出来る機能を有するものである。
【０２０３】
第１復号化回路６は、圧縮符号化画像データＤａ１を復号化して、第１復号化画像データ
Ｄｂ１を補正データ生成回路５０に送信する。同時に、第２復号化回路７は、メモリ制御
回路５Ａより送信されて来る圧縮符号化画像データＤａ０を復号化し、その結果得られる
第２復号化画像データＤｂ０を補正データ生成回路５０に送信する。ここで、第１復号化
画像データＤｂ１は現画像データＤｉ１に対応しており、第２復号化画像データＤｂ０は
、現画像データＤｉ１の１フレーム前の画像データに対応している。
【０２０４】
補正データ生成回路５０は、第１復号化画像データＤｂ１が与える第１階調数と、１フレ
ーム前の第２復号化画像データＤｂ０が与える第２階調数とを、それぞれ対応する（同一
座標に位置する）画素毎に比較して、各画素の階調数の変化に対応する補正データＤｃを
生成し、同データＤｃを補正回路１００に出力する。ここで、補正データＤｃは、画素毎
に、その現画像データＤｉ１を補正する信号である。即ち、補正データＤｃは、（ｉ）１
フレーム前の画像よりも階調数が増加する画素（明るく変化した画素）については（第１
階調数＞第２階調数）、その階調数（現画像データの階調数）をより増加させる第１補正
量を与える信号であり、他方、（ｉｉ）階調数が減少する画素（暗く変化した画素）につ
いては（第１階調数＜第２階調数）、その階調数をより減少させる第２補正量を与える信
号である。これに対して、１フレーム内のある画素に関して、現画像とその１フレーム前
の画像との間で階調数（明るさ）に変化が無いときには、補正データＤｃは、当該画素に
おける現画像データの階調数の増減を行わない様に指令するレベルを有する信号であり、
その結果、当該画素については階調数の補正は行われない。
【０２０５】
具体例として、補正データ生成回路５０は、現画像データＤｉ１の階調数を補正する際の
補正量を指定する補正データを格納したルックアップテーブル（ＬＵＴ）により構成され
る。
【０２０６】
ここで、図３６は、補正データ生成回路５０の入出力データを示す図であり、第１及び第
２復号化画像データ が共に８ビット（２５６階調）の画素データである場
合のルックアップテーブルデータを示している。図３６の一例においては、補正データ生
成回路５０は、第１及び第２復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０のそれぞれにおける画素デ
ータの各階調（０～２５５）に対応する２５６×２５６個の補正データを有する、２次元
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配列のルックアップテーブルとして構成される。従って、補正データ生成回路５０は、両
復号化画像データＤｂ０，Ｄｂ１の組合せに基づいて、対応する補正データＤｃ＝ｄｔ（
Ｄｂ１，Ｄｂ０）を出力する。
【０２０７】
補正データ生成回路５０に格納される各補正データｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｂ０）は、現画像デ
ータＤｉ１で与えられる各画素データの内で、１フレーム前よりもその階調数が増加する
画素については、その階調数をより増加させる様に、逆に減少する画素については、その
階調数をより減少させる様に、現画像データＤｉ１の階調数を画素毎に補正するための補
正量を示すものである。従って、現フレームにおける画像とその１フレーム前における画
像との間で階調が変化しない画素については、補正データｄｔ（Ｄｂ１，Ｄｂ０）は０と
なる。
【０２０８】
補正データ生成回路５０は、図３４に示す様に、各画素毎の補正データＤｃを補正回路１
００に出力する。その結果、補正回路１００は、現画像データＤｉ１及び補正データＤｃ
に基づいて、現画像データＤｉ１の階調数を画素毎に補正し、補正された現画像データＤ
ｊ１を液晶表示パネル１１に出力する。その際、補正現画像データＤｊ１は、当該補正現
画像データＤｊ１に基づき液晶表示パネル１１が生成する液晶印加電圧により実現される
、液晶内の対応表示画素における透過率が、１フレーム期間の経過時に、当該画素の現画
像データＤｉ１の第１階調数に相当する第１透過率に到達する様に、決定される。液晶表
示パネル１１内のドライバ（図示せず）は、補正現画像データＤｊ１に基づいて、対応す
るセグメント電極を駆動するための電圧を決定し、その駆動電圧を印加することにより、
液晶表示パネル１１は第１階調数を与える表示動作を行う。
【０２０９】
尚、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間で圧縮符号化画像データを転送するのに要す
る時間Ｔ２が１フレーム分の遅延時間を越えるときには、当該時間Ｔ２が、画像データ処
理部３Ａが１フレーム分の現画像データＤｉ１全てを受信するのに要する時間Ｔ１に対し
て遅れることとなり、他の方法で以ってタイミング調節を行う必要が生ずる。従って、時
間Ｔ２は、１フレームの遅延期間以内と成る様に設定されなければならない。
【０２１０】
ところで、一般的に、液晶表示において１画素を表示するために必要なデータ容量は、赤
色（以下、「Ｒ」と言う。）を表示するための８ビット、緑色（以下、「Ｇ」と言う。）
を表示するための８ビット、及び青色（以下、「Ｂ」と言う。）を表示するための８ビッ
トの合計値、即ち２４ビットである。又、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間でデー
タを転送するためのバスの幅は、一般に２ nビットに設定される場合が多く、例えばバス
幅は８ビット、１６ビット、あるいは３２ビットの何れかの大きさである。但し、バス幅
がこれらの値に限定されるものではない。
【０２１１】
ここで、圧縮符号化画像データＤａ１の第２容量が現画像データＤｉ１の第１容量と等し
い場合を考える。この場合、ある１画素の現画像データＤｉ１が受信される時間内に、メ
モリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデータ量は２４ビットであり、逆にメモリ
制御回路５Ａがメモリ５Ｂから読み出すデータ量も２４ビットとなり、両者５Ａ，５Ｂ間
で送受信されるデータ量の合計値は４８ビットとなる。
【０２１２】
今、メモリ５Ｂは書き込みと読み出しとを同時にあるいは独立して行う機能を有するので
、若しメモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとを結ぶバスの幅が４８ビット以上の容量を有し
ていないならば、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間でデータを転送する時間Ｔ２が
、１フレーム遅延期間よりも大きくなってしまう。しかし、メモリ制御回路５Ａとメモリ
５Ｂとを結ぶバス幅は、最大でも、３２ビットである。従って、１画素分の現画像データ
Ｄｉ１が受信される時間内に、メモリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデータ量
と、メモリ制御回路５Ａがメモリ５Ｂから読み出すデータ量との合計（即ち、４８ビット
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のデータ量）を３２ビット以下に抑制しない限り、時間Ｔ２を１フレーム分の遅延期間内
の時間に制御することは出来ない。
【０２１３】
そこで、符号化回路４は、圧縮符号化画像データＤａ１のデータ容量（第２容量）が現画
像データＤｉ１のデータ容量（第１容量）の３２／４８＝２／３以下になる様に、現画像
データＤｉ１の圧縮符号化を行わなければならない。
【０２１４】
又、圧縮符号化画像データＤａ１のデータ容量を現画像データＤｉ１の２／３以下、例え
ば、１／２にすると、１画素分の現画像データＤｉ１が受信される時間内に、メモリ制御
回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデータ及びメモリ制御回路５Ａがメモリ５Ｂより読
み出すデータは共に２４ビットとなり、８（＝３２－２４）ビットの使用されない領域が
残る。この８ビットの容量を利用して、画像データ以外の情報も、メモリ制御回路５Ａか
らメモリ５Ｂに出力すると共に、メモリ５Ｂから読み出すことが出来る。
【０２１５】
又、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間で３２ビット単位でデータの読み書きを行う
場合、１フレーム期間の内で、１フレーム期間の１／３の時間、両部５Ａ、５Ｂ間におけ
る読み書きが行われない。この期間を利用して、画像データ以外の情報も、メモリ制御回
路５Ａからメモリ５Ｂに出力すると共に、メモリ５Ｂから読み出すことが出来る。
【０２１６】
以下では、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとを結ぶバスの幅が３２ビットである場合に
おいて、圧縮符号化画像データＤａ１の第２容量が現画像データＤｉ１の第１容量の１／
２以下になる様に、現画像データＤｉ１の圧縮符号化を行う場合について記載する。
【０２１７】
図３７（Ａ）～図３７（Ｃ）及び図３８（Ａ）～図３８（Ｃ）は、符号化回路４を例えば
ＦＢＴＣ符号化で構成した場合の、圧縮符号化動作の概要を示す図である。これらの図面
中で、図３７（Ａ）は現画像データＤｉ１の一部を示す図であり、図３７（Ｂ）は図３７
（Ａ）の現画像データＤｉ１中の１ブロックを示す図であり、図３７（Ｃ）は図３７（Ｂ
）の１ブロック内のデータをＦＢＴＣ符号化によって圧縮符号化した際のデータ容量を示
す図である。又、図３８（Ａ）は各画素が有する現画像のデータを示す図であり、図３８
（Ｂ）は図３８（Ａ）のデータに対して圧縮符号化を行った後の状態を示す図であり、図
３８（Ｃ）は図３８（Ｂ）のデータに対して復号化処理を行った後の各画素が有するデー
タを示す図である。
【０２１８】
尚、ＦＢＴＣ (Fixed Block Truncation Coding)符号化はブロック符号化方式の一種であ
り、符号化前の画像データと復号化された画像データとが一致しない非可逆符号化方式、
かつ、符号量が一定である固定長符号化方式である。
【０２１９】
ＦＢＴＣ符号化による符号化方法は、先ず、画像を、各々は水平数画素×垂直数画素で与
えられるサイズを有する、複数のブロックに分割する。次に、各ブロックにおいて、当該
ブロックに含まれる画素データの平均値とレンジ値とを基に、画素データを数レベルに量
子化して画像データを圧縮し、符号データを得る。符号データには、平均値とレンジ値と
各画素の量子化後の値とが含まれる。復号化方法は、平均値とレンジ値とを基に各レベル
の量子化値に対応する代表値を算出して、画像データを復号する。
【０２２０】
又、ＦＢＴＣ符号化においては、圧縮符号化後のデータ容量は、図３７（Ａ）、図３７（
Ｂ）及び図３７（Ｃ）に示す様に、▲１▼水平ブロックサイズＢＨ、▲２▼垂直ブロック
サイズＢＶ、▲３▼平均値Ｌａに割当てるビット数ｂｐａ、▲４▼ダイナミックレンジ値
Ｌｄに割当てるビット数ｂｐｄ、及び▲５▼量子化レベルＱＬにより決まる、各画素に割
当てられるデータ容量により、決定される。
【０２２１】
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以下、ＦＢＴＣ符号化における具体例として、４値化圧縮符号化について記載する。４値
化の場合には、量子化レベルＱＬは４となる。先ず、図３７（Ａ）に示す様に、現画像デ
ータを複数のブロックに分割する。ここで、各ブロックのサイズは、水平方向の画素数Ｂ
Ｈと垂直方向の画素数ＢＶとの積に等しい。図３７（Ｂ）は、その様にブロック分割され
た現画像データの状態を示す。
【０２２２】
次に、各ブロック毎に以下の処理を行う。先ず、各ブロック内の画素信号の中から、当該
ブロックにおける最大値の画素信号及び最小値の画素信号を得る。次に、上記最小値から
上記最大値までの区間を４等分して、最小値、（（最小値）×３＋最大値）／４、（最小
値＋最大値）／２、（（最小値＋（最大値）×３）／４、及び最大値を得る。更に、最小
値から（（最小値）×３＋最大値）／４までの区間における画素信号の平均値Ｑ１、及び
（（最小値）＋（最大値）×３）／４から最大値までの区間における画素信号の平均値Ｑ
４を得る。その上で、これらの平均値Ｑ１及びＱ４から、レンジ値Ｌｄ＝Ｑ４－Ｑ１、及
び、平均値Ｌａ＝（Ｑ１＋Ｑ４）／２を求める。最後に、量子化しきい値Ｌａ－Ｌｄ／３
、Ｌａ、Ｌａ＋Ｌｄ／３を得て、各画素信号を４値に量子化する。
【０２２３】
尚、４値化の場合には、各画素に割当てられるデータ容量は２ビットである。従って、４
値化圧縮方法により圧縮された後のデータ容量は、ｂｐａ＋ｂｐｄ＋（（ＱＬ／２）×（
ＢＨ×ＢＶ））である。
【０２２４】
圧縮されたデータを復号化する場合の代表値は、Ｌａ－Ｌｄ／２、Ｌａ－Ｌｄ／６、Ｌａ
＋Ｌｄ／６、及びＬａ＋Ｌｄ／２である。
【０２２５】
例えば、ＢＨ＝４及びＢＶ＝４であるとして、各画素が図３８（Ａ）に示すデータを有す
る場合を考える。図３８（Ａ）において、最大値は２４０、最小値は１０、（（最小値）
×３＋最大値）／４は６７、（最小値＋最大値）／２は１２５、（最小値＋（最大値）×
３）／４は１８２となる。更に、平均値Ｑ１は４０、平均値Ｑ４は２１０となり、レンジ
値ＬｄはＱ４－Ｑ１＝１７０、平均値Ｌａは（Ｑ１＋Ｑ４）／２＝１２５である。最後に
、量子化しきい値は、Ｌａ－Ｌｄ／３＝６９、Ｌａ＝１２５、Ｌａ＋Ｌｄ／３＝１８１で
ある。この場合に対する圧縮符号化後の状態を示す図が図３８（Ｂ）である。画素データ
が１０である画素、及び画素データが５０である画素の何れについても、圧縮符号化後の
データは００であり、画素データが１００である画素に関しては、圧縮符号化後のデータ
は０１であり、画素データが１５０である画素に関しては、圧縮符号化後のデータは１０
、画素データが２００あるいは２４０である画素に関しては、圧縮符号化後のデータは１
１となっている。図３８（Ｂ）に示される圧縮符号化後の状態に対して復号化処理を行う
と、図３８（Ｃ）に示す状態が得られる。この場合の代表値については、Ｌａ－Ｌｄ／２
＝４０、Ｌａ－Ｌｄ／６＝９９、Ｌａ＋Ｌｄ／６＝１５１、及びＬａ＋Ｌｄ／２＝２１０
となる。
【０２２６】
尚、この４値化圧縮方法はＦＢＴＣ符号化における一例であり、２値化及び３値化圧縮方
法もまた、基本的には４値化圧縮方法と同様の操作を有する。又、具体的な符号化方法と
して、上記以外の方法を適用しても良い。
【０２２７】
図３９（Ａ）及び図３９（Ｂ）は、ＦＢＴＣ符号化パラメータを用いて圧縮符号化画像デ
ータを生成する一例を示す図である。尚、図３９（Ａ）及び図３９（Ｂ）は、単色、例え
ばＲを表示するのに必要なデータ（以下、「Ｒデータ」と言う。同様に、Ｇ又はＢを表示
するのに必要なデータをそれぞれ「Ｇデータ」又は「Ｂデータ」と言う）を処理する場合
を示している。勿論、Ｇデータ及びＢデータについても、同様の処理を行えば良い。この
場合、Ｒデータのみを考えるので、各画素に割当てられるデータ容量は８ビットである。
【０２２８】
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図３９（Ａ）は、現画像データＤｉ１の１ブロック内のデータ容量をビット数で示す図で
ある。又、図３９（Ｂ）は、圧縮符号化画像データＤａ１中の１ブロック内のデータ容量
をビット数で示す図である。ここで、ＦＢＴＣ符号化パラメータとして、ＢＨ＝４、ＢＶ
＝２、ｂｐａ＝８、ｂｐｄ＝８、ＱＬ＝４を設定する。
【０２２９】
この場合、現画像データＤｉ１の１ブロックが有するデータ容量は、８×（４×２）＝６
４ビットである。他方、圧縮符号化画像データＤａ１の１ブロックが有するデータ容量は
、８＋８＋（２×（４×２））＝３２ビットとなる。即ち、上記のパラメータを用いた場
合、圧縮符号化画像データＤａ１のデータ量は現画像データＤｉ１のデータ量の１／２に
なる。そのため、メモリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデータ量、及び、メモ
リ制御回路５Ａがメモリ５Ｂから読み出すデータ量は現画像データＤｉ１のデータ量の１
／２となり、図３４中に示されるデータビット数Ｎ２をデータビット数Ｎ１と等しくする
ことが出来る。よって、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間の転送速度を上げること
なく、時間Ｔ２を時間Ｔ１に等しくすることが出来るので、時間Ｔ１の間に、メモリ制御
回路５Ａが圧縮符号化画像データＤａ０をメモリ５Ｂに出力すると共に、メモリ５Ｂから
１フレームに相当する期間だけ遅延された圧縮符号化画像データＤａ０を読み出す様に、
本処理部３Ａを構成することが出来る。
【０２３０】
以上の記載においては、符号化回路４の構成例として、図３９（Ａ）及び図３９（Ｂ）に
示す様なＦＢＴＣ符号化パラメータを用いてＦＢＴＣ符号化を行う場合について示してい
るが、この様なパラメータ値に限定されるものではない。例えば、ＢＨ＝２、ＢＶ＝２、
ｂｐａ＝６、ｂｐｄ＝６、ＱＬ＝２とすると、圧縮符号化画像データＤａ１が有するデー
タ容量は６＋６＋（１×（２×２））＝１６ビットとなり、現画像データＤｉ１の１ブロ
ックが有する８×（２×２）＝３２ビットの１／２となる。要は、圧縮符号化画像データ
Ｄａ１の容量が現画像データＤｉ１の容量の１／２以下に設定されることが重要であり、
それを実現出来る限りは、ＦＢＴＣ符号化パラメータの組み合わせは任意である。又、当
然の事ながら、圧縮符号化処理にＦＢＴＣ符号化以外の方法を用いても良い。
【０２３１】
以上の通り、符号化回路４における圧縮符号化パラメータは、入力画像データ（現画像デ
ータＤｉ１）の第１容量及び入力画像データに対する圧縮符号化画像データＤａ１の第２
容量に基づいて、設定されている。
【０２３２】
＜本実施の形態の利点＞
本実施の形態によれば、符号化回路４における圧縮符号化画像データＤａ１の容量を現画
像データＤｉ１の容量の１／２に制御しているので、画像データ処理部３Ａが１フレーム
分の現画像データＤｉ１を受信して同部内に入力するのに要する時間Ｔ１に対して、メモ
リ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間でデータを転送する時間Ｔ２が遅れることは無く、メ
モリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間のデータ転送ビット数Ｎ２を、入力データの転送ビ
ット数Ｎ１と同じビット数に設定することが出来る。
【０２３３】
しかも、符号化回路４における圧縮符号化画像データＤａ１の容量を現画像データＤｉ１
の容量の１／２に設定しているので、現画像データＤｉ１を１フレーム期間だけ遅延する
ために必要なメモリ５Ｂのメモリ容量を削減することが出来、且つ、メモリ制御回路５Ａ
とメモリ５Ｂとの間における転送速度を上げる必要も無いので、回路規模を縮小すること
が出来ると言う利点もある。
【０２３４】
更に、現画像データＤｉ１を間引くことなく、圧縮符号化によりデータ容量を圧縮してい
るので、補正データＤｃの精度を高めて、常に最適な補正を行うことが出来ると言う利点
も得られる。
【０２３５】

10

20

30

40

50

(39) JP 3673257 B2 2005.7.20



更に、復号化された画像データＤｂ０，Ｄｂ１を補正データＤｃ生成のために用い、生成
された補正データＤｃに基づいて、符号化及び復号化が成されていない現画像データＤｉ
１を補正し、補正された現画像データＤｊ１に基づいて表示を行うので、表示画像には、
符号化・復号化により生じる誤差の影響は現れないと言う利点も得られる。
【０２３６】
（実施の形態４の変形例１）
実施の形態４においては、符号化回路４における圧縮符号化画像データＤａ１の容量を現
画像データＤｉ１の容量の１／２以下に制御する場合を開示している。これに対して、本
変形例においては、圧縮符号化パラメータを制御することにより、現画像データＤｉ１の
第１容量の１／３以下となる第２容量を有する圧縮符号化画像データＤａ１を実現可能と
している。従って、本変形例の以下の記載においては、図３４の回路ブロック図をそのま
ま援用する。
【０２３７】
実施の形態４では、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとを結ぶバスの幅が３２ビットであ
った。これに対して、圧縮符号化画像データＤａ１の容量を現画像データＤｉ１の容量の
１／３に設定するときには、１画素分の現画像データＤｉ１が受信される時間内に、メモ
リ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデータ量と、メモリ制御回路５Ａがメモリ５
Ｂから読み出すデータ量との合計は、４８×（１／３）＝１６ビットとなり、両部５Ａ，
５Ｂを結ぶバスとして、１６ビット幅のバスを使用することが可能となる。又、当然の事
ながら、３２ビット幅のバスも使用することが出来る。
【０２３８】
図４０（Ａ）及び図４０（Ｂ）は、ＦＢＴＣ符号化パラメータの設定例として、ＢＨ＝４
、ＢＶ＝２、Ｌａ＝７、Ｌｄ＝６、ＱＬ＝２と設定した場合を示す図である。尚、本変形
例においても実施の形態４と同様に、単色、例えばＲデータのみを処理する場合を示して
おり、各画素に割当てられるデータ容量は８ビットである。図４０（Ａ）は、ある１ブロ
ック内の各現画像データＤｉ１のデータ容量をビット数で示す図である。これに対して、
図４０（Ｂ）は、１ブロック内の各圧縮符号化画像データＤａ１のデータ容量をビット数
で示す図である。
【０２３９】
この場合、現画像データＤｉ１の１ブロックが有するデータ容量は８×（４×２）＝６４
ビットであり、他方、圧縮符号化画像データＤａ１の１ブロックが有するデータ容量は７
＋６＋（１×（４×２））＝２１ビットとなる。
【０２４０】
従って、上記パラメータを用いるときには、圧縮符号化画像データＤａ１の容量は、現画
像データＤｉ１の容量の１／３以下になる。即ち、上記パラメータを用いる場合には、圧
縮符号化画像データＤａ１のデータ量は現画像データＤｉ１のデータ量の１／３以下にな
る。そのため、メモリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデータ量、及び、メモリ
制御回路５Ａがメモリ５Ｂから読み出すデータ量は共に、現画像データＤｉ１のデータ量
の１／３となり、図３４中に示されているデータビット数Ｎ２を、（Ｎ１／３）×２とす
ることが出来る。よって、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間の転送速度を上げるこ
となく、時間Ｔ２を時間Ｔ１と等しくすることが出来る。その結果、時間Ｔ１が経過する
間に、メモリ制御制御回路５Ａは、圧縮符号化画像データＤａ０をメモリ５Ｂに出力する
と共に、メモリ５Ｂから１フレームに相当する期間だけ遅延された圧縮符号化画像データ
Ｄａ０を読み出すことが可能となる。
【０２４１】
以上の記載例は、符号化回路４を、図４０（Ａ）及び図４０（Ｂ）に示す様なＦＢＴＣ符
号化パラメータを用いるＦＢＴＣ符号化で以って構成する場合であるが、本変形例におけ
る符号化パラメータ値は、その様な一例に限られるものではないことは勿論である。例え
ば、ＢＨ＝４、ＢＶ＝４、ｂｐａ＝８、ｂｐｄ＝８、ＱＬ＝３と設定すると、圧縮符号化
画像データＤａ１が有するデータ容量は８＋８＋（（１６／５）×８＋２）＝４２ビット
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となり、それは現画像データＤｉ１のブロックが有する８×（４×４）＝１２８ビットの
１／３以下となる（但し、１６／５における小数点以下は切り捨てる）。要は、圧縮符号
化画像データＤａ１の容量が現画像データＤｉ１の容量の１／３以下になる限りにおいて
、ＦＢＴＣ符号化パラメータの組み合わせ構成は任意で良い。又、当然の事ながら、圧縮
符号化処理として、ＦＢＴＣ符号化以外の方法を用いても良い。
【０２４２】
＜本変形例の利点＞
以上のように、本変形例によれば、符号化回路４における圧縮符号化画像データＤａ１の
容量を現画像データＤｉ１の容量の１／３以下に制御しているので、画像データ処理部３
Ａが１フレーム分の現画像データＤｉ１全てを受信して同部３Ａ内に入力するのに要する
時間Ｔ１に対して、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間でデータを転送するために要
する時間Ｔ２が遅れることは無い。そのため、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間の
データ転送ビット数Ｎ２を、入力データの転送ビット数Ｎ１の２／３に当るビット数にす
ることが出来る。
【０２４３】
しかも、符号化回路４における圧縮符号化画像データＤａ１の容量を現画像データＤｉ１
の容量の１／３以下とするので、現画像データＤｉ１を１フレーム期間だけ遅延するため
に必要なメモリ５Ｂのメモリ容量を削減することが出来、且つ、メモリ制御回路５Ａとメ
モリ５Ｂとの間における転送速度を上げる必要性も無いので、回路規模を縮小することが
出来る。
【０２４４】
更に、入力画像が１画素あたり２４ビットの画像データの場合には、１画素分の現画像デ
ータＤｉ１が受信される時間内に、メモリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデー
タ量と、メモリ制御回路５Ａがメモリ５Ｂから読み出すデータ量との合計は、４８×（１
／３）＝１６ビットとなるので、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとを結ぶバスに、１６
ビット幅のバスを使用することが可能となる。
【０２４５】
（実施の形態４の変形例２）
本変形例は、圧縮復号化処理対象の画像データが▲１▼輝度信号に対応したデータ及び▲
２▼２つの色差信号に対応したデータを含む場合である。実施の形態４及びその変形例１
では、Ｒデータ、Ｇデータ、及びＢデータから成る画像データを圧縮復号化処理する場合
について記載した。これに対して、圧縮復号化処理する画像データが、輝度信号及び２つ
の色差信号に対応したデータを含む場合には、（ｉ）輝度信号（Ｙ）に対応するデータＤ
ｍ１ｙ（以下、「輝度データ」と言う）を処理するための第１圧縮符号化パラメータと、
（ｉｉ）２つの色差信号（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）に対応したデータＤｍ１ｃ（以下、「色差デ
ータ」と言う。）を処理するための第２圧縮符号化パラメータとを互いに異なった値に設
定することで、輝度データに対する圧縮率と色差データに対する圧縮率とを互いに異なら
しめることが出来る。
【０２４６】
人間の視覚は色相より輝度に敏感であるので、視覚に対して重要度の高い輝度データＤｍ
１ｙについては、データの損失を防止するために、その圧縮率を小さくする。他方、視覚
に対して重要度の低い２つの色差データＤｍ１ｃについては、その圧縮率を高く設定する
。即ち、（輝度データＤｍ１ｙに対する第１圧縮率）＜（色差データＤｍ１ｃに対する第
２圧縮率）。この様な制御により、メモリ５Ｂの容量を削減することが出来る。
【０２４７】
図４１は、本変形例に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。本装置は、第１
色空間変換回路３０により、Ｒ、Ｇ、及びＢの（第１）三原色データから成る現画像デー
タＤｉ１を輝度信号データＤｍ１ｙ及び２つの色差信号データＤｍ１ｃに変換した上で、
その後に、互いに同一又は互いに相違する第１及び第２圧縮符号化パラメータを有する符
号化回路４によって、両データＤｍ１ｙ及びＤｍ１ｃに対する第１及び第２圧縮符号化処
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理を行うことを特徴としており、この点で、図３４に例示する実施の形態４の装置と相違
する。但し、現画像データＤｉ１から見た場合には、図４１の第１色空間変換回路３０及
び符号化回路４は、広義の現画像データＤｉ１用符号化回路を構成していると、言える。
【０２４８】
第１色空間変換回路３０は、Ｒデータ、Ｇデータ、及びＢデータの第１三原色データから
成る現画像データＤｉ１を、輝度信号データＤｍ１ｙ及び２つの色差信号データＤｍ１ｃ
に変換し、変換された第１画像データＤｍ１（輝度データＤｍ１ｙ及び色差データＤｍ１
ｃ）を符号化回路４に送信する。
【０２４９】
符号化回路４は、第１画像データＤｍ１を圧縮符号化して、圧縮符号化画像データＤａ１
をメモリ制御回路５Ａ及び第１復号化回路６に送信する。即ち、圧縮符号化パラメータは
、（ｉ）輝度データＤｍ１ｙの容量及び輝度データＤｍ１ｙを符号化して得られる符号化
輝度データの容量に基づいて設定される第１圧縮符号化パラメータと、（ｉｉ）色差デー
タＤｍ１ｃの容量及び色差データＤｍ１ｃを符号化して得られる符号化色差データの容量
に基づいて設定される第２圧縮符号化パラメータとから成る。そして、符号化回路４は、
第１及び第２圧縮符号化パラメータのそれぞれに基づいて、輝度データＤｍ１ｙ及び色差
データＤｍ１ｃを符号化して符号化輝度データ及び符号化色差データを生成すると共に、
これらの符号化輝度データ及び符号化色差データを、符号化画像データＤａ１として、そ
の出力端より出力する。
【０２５０】
第１及び第２復号化回路６，７により復号化された第１及び第２復号化画像データＤｂ１
，Ｄｂ０は、それぞれ、第２及び第３色空間変換回路３１，３２に送信される。
【０２５１】
第２及び第３色空間変換回路３１，３２は、それぞれ、輝度データ及び２つの色差データ
から成る第１及び第２復号化画像データＤｂ１，Ｄｂ０を、Ｒデータ、Ｇデータ、及びＢ
データから成る第２及び第３三原色データに変換する。第２及び第３色空間変換回路３１
，３２により変換されたＲデータ、Ｇデータ、及びＢデータから成る第２及び第３画像デ
ータＤｎ１，Ｄｎ０は、補正データ生成回路５０に送信される。従って、補正データ生成
回路５０側から見た場合には、第１復号化回路６及び第２色空間変換回路３１が広義の補
正データ生成回路用第１復号化回路を構成しており、第２復号化回路７及び第３色空間変
換回路３２が広義の補正データ生成回路用第２復号化回路を構成していると、言える。補
正データ生成回路５０以後の処理は、実施の形態４で記載した通りである。
【０２５２】
本変形例では、（ｉ）実施の形態４において記載した様に、圧縮符号化画像データＤａ１
の容量が現画像データＤｉ１の容量の１／２以下になる様に、符号化回路４における圧縮
符号化パラメータ（第１及び第２圧縮符号化パラメータ）を設定することが出来る。ある
いは、（ｉｉ）実施の形態４の変形例１において記載した様に、符号化回路４における圧
縮符号化画像データＤａ１の容量が現画像データＤｉ１の容量の１／３以下になる様に、
圧縮符号化パラメータ（第１及び第２圧縮符号化パラメータ）を設定しても良い。あるい
は、（ｉｉｉ）輝度データＤｍ１ｙに対する第１圧縮符号化パラメータと２つの色差デー
タＤｍ１ｃに対する第２圧縮符号化パラメータとを、互いに相違させても良い。更には、
（ｉｖ）当然の事ながら、圧縮符号化処理として、ＦＢＴＣ符号化以外の方法を用いても
良い。
【０２５３】
以下に、２つの色差データを処理する場合について記載する。
【０２５４】
上述の様に、輝度データと比較して、色差データに対する視覚上の重要度は低い。従って
、第１色空間変換回路３０において、現画像データＤｉ１を輝度データＤｍ１ｙ及び２つ
の色差データＤｍ１ｃに変換した後に、圧縮符号化画像データＤａ１の容量を削減するた
めに、符号化回路４において圧縮符号化処理を行う前に色差データＤｍ１ｃを間引くこと
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も可能である。即ち、符号化回路４は、色差データＤｍ１ｃの第２符号化処理を行う前の
段階において、色差データＤｍ１ｃに対してのみ間引き処理を行う色差データ間引き処理
部（図示せず）を備えている。ここで、図４２（Ａ）及び図４２（Ｂ）は、間引き処理に
ついて記載する図である。
【０２５５】
尚、特許第３０４１９５１号公報に記載の先行発明においても間引き処理を行っている。
しかしながら、本変形例は、色差データのみに対して間引き処理を行い、重要度の高い輝
度データに対しては間引き処理を行わないことを特徴としており、この点で、輝度データ
の間引き処理を行う特許第３０４１９５１号公報に記載の先行発明とは、基本的に、その
依拠するアイデアを異にする。
【０２５６】
図４２（Ａ）は一方の色差データＤｍ１ｃの一部を示す図であり、図４２（Ｂ）は、図４
２（Ａ）の色差データＤｍ１ｃに対して間引き処理を行った後のデータを示す図であり、
図４２（Ａ）及び図４２（Ｂ）中の数字は各画素が有する色差データの値である。図４２
（Ａ）及び図４２（Ｂ）に示す様に、符号化回路４の上記間引き処理部が、色差データに
対して、水平方向２画素から１画素を、垂直方向２画素から１画素を、それぞれ間引く処
理を行った場合には、その結果得られる圧縮符号化画像データＤａ１ｃの容量は、間引き
処理を行わない場合の１／４となる。
【０２５７】
図４２（Ｂ）に示す、間引き処理された色差データＤｍ１ｃに対して、圧縮符号化を行い
、その圧縮符号化画像データを第１復号化回路６及びメモリ制御回路５Ａに出力する。間
引き処理を行った場合には、間引かれた画素の色差データを得るために、第１及び第２復
号化データＤｂ０、Ｄｂ１に対して補間を行う。即ち、第１及び第２復号化回路６，７は
共に、符号化回路４において間引かれた画素の色差データを得るための補間処理を行う補
間回路を備えている。
【０２５８】
図４３（Ａ）～図４３（Ｅ）は、間引き処理の一例について記載する図である。尚、本変
形例においては、各画素に割当てられる輝度データのデータ容量は８ビットであり、各画
素に割当てられる２つの色差データのデータ容量も各々８ビットである。図４３（Ａ）は
、４ブロック内に属する輝度データＤｍ１ｙのデータ容量をビット数で示す図であり、図
４３（Ｂ）は、１ブロック内に属する圧縮符号化画像データＤａ１ｙのデータ容量をビッ
ト数で示す図である。又、図４３（Ｃ）は、４ブロック内に属する一方の色差データＤｍ
１ｃのデータ容量をビット数で示す図であり、図４３（Ｄ）は、図４３（Ｃ）の色差デー
タを間引いた後の色差データＤｍ１ｃのデータ容量をビット数で示す図であり、図４３（
Ｅ）は、１ブロック内に属する圧縮符号化画像データＤａ１ｃのデータ容量をビット数で
示す図である。尚、色差データは２つ存在するので、実際には、図４３（Ｃ）から図４３
（Ｄ）への間引き処理、及び、図４３（Ｄ）から図４３（Ｅ）への圧縮符号化は、２つの
色差データのそれぞれに対して行われる。
【０２５９】
ここでは、ＦＢＴＣ符号化パラメータとして、輝度データに対しては、ＢＨ＝４、ＢＶ＝
４、Ｌａ＝８、Ｌｄ＝８、ＱＬ＝４を設定し、２つの色差データに対しては、ＢＨ＝４、
ＢＶ＝４、Ｌａ＝８、Ｌｄ＝８、ＱＬ＝２を設定する。
【０２６０】
輝度データに対して、設定された上記パラメータに基づき圧縮符号化を行うと、図４３（
Ａ）に示す状態から図４３（Ｂ）に示す状態が得られる。即ち、輝度データの容量は、８
×（８×８）＝５１２ビットから、（８＋８＋（２×（４×４）））×４＝１９２ビット
へと減少する。つまり、輝度データＤｍ１ｙの容量５１２ビットが、圧縮符号化画像デー
タＤａ１ｙの容量１９２ビットとなる。
【０２６１】
色差データについては、圧縮符号化の前に、水平方向の２画素から１画素を、垂直方向の
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２画素から１画素をそれぞれ間引きする処理を行う。従って、図４３（Ｃ）に示す状態か
ら図４３（Ｄ）に示す状態が得られる。この間引き処理により、一方の色差データの容量
は、８×（８×８）＝５１２ビットから８×（４×４）＝１２８ビットへと減少する。
【０２６２】
その上で、設定された上記圧縮符号化パラメータに基づき、色差データの圧縮符号化を行
う。従って、図４３（Ｄ）に示す状態から図４３（Ｅ）に示す状態が得られる。この圧縮
符号化により、一方の色差データの容量は、８×（４×４）＝１２８ビットから８＋８＋
（１×（４×４））＝３２ビットに減少する。従って、色差データＤｍ１ｃ全体の容量５
１２×２＝１０２４ビットが、圧縮符号化画像データＤａ１ｃ全体の容量３２×２＝６４
ビットとなる。
【０２６３】
以上より、輝度データＤｍ１ｙの５１２ビットと色差データＤｍ１ｃの１０２４ビットと
を加算した１５３６ビットのデータ容量が、圧縮符号化により、圧縮符号化画像データＤ
ａ１の容量（１９２＋６４＝）２５６ビットとなる。即ち、圧縮符号化画像データＤａ１
の容量は、画像データＤｍ１の容量の、２５６／１５３６＝１／６となる。
【０２６４】
又、色差データに対してのみ、その第２符号化処理の前に、平滑化処理を行うことも出来
る。図４４（Ａ）及び図４４（Ｂ）は、その様な平滑化処理を符号化回路４内の平滑化処
理部（図示せず）が行う場合を示す図である。図４４（Ａ）は一方の色差データＤｍ１ｃ
の一部を示す図であり、図４４（Ｂ）は図４４（Ａ）の色差データＤｍ１ｃを平滑化処理
した後のデータを示す図である。ここでも、図４４（Ａ）及び図４４（Ｂ）中の数字は、
各画素が有する色差データの値である。
【０２６５】
図４４（Ａ）及び図４４（Ｂ）に示す様に、水平方向に２画素及び垂直方向に２画素を有
する、合計４画素で構成されるブロックにおいて、色差データの平滑化処理を行う。平滑
化処理を行う場合には、得られる圧縮符号化画像データＤａ１ｃの容量は、平滑化処理を
行わない場合の容量の１／４となる。
【０２６６】
その後、図４４（Ｂ）に示す平滑化処理された色差データＤｍ１ｃに対して圧縮符号化を
行い、得られるデータを第１復号化回路６及びメモリ制御回路５Ａに出力する。圧縮符号
化処理は、間引き処理において記載した場合と同様となる。
【０２６７】
又、以上の様な平滑化処理を行う場合においても、平滑化された画素の色差データを得る
ために、第１及び第２復号化回路６，７から出力される第１及び第２復号化データＤｂ１
，Ｄｂ０に対する補間処理が必要となる。従って、第１及び第２復号化回路６，７は、そ
のための補間回路（図示せず）を有する。
【０２６８】
ここでは、一例として、図４３（Ａ）乃至図４３（Ｅ）に示す様な、ＦＢＴＣ符号化パラ
メータを用いたＦＢＴＣ符号化で符号化回路４を構成する場合について示しているが、本
変形例はこの様なパラメータ値に限定されるものではない。即ち、ＦＢＴＣ符号化パラメ
ータを任意の組み合わせで以って構成しても良い。又、当然の事ながら、圧縮符号化処理
として、ＦＢＴＣ符号化以外の方法を用いても良い。
【０２６９】
＜本変形例の利点＞
以上の通り、本変形例は、輝度データにおける情報の損失を防止しつつ、色差データのみ
に対して間引き処理を、あるいは平滑化処理を行うので、現画像データＤｉ１を１フレー
ム期間だけ遅延するために必要なメモリ５Ｂの容量を大幅に削減することが出来ると共に
、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとの間における転送速度を上げる必要性も無いので、
回路規模を縮小することが出来る。
【０２７０】
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加えて、符号化回路４において、圧縮符号化画像データＤａ１の容量を現画像データＤｉ
１の容量に比べて、大幅に圧縮するので、画像データ処理部３が１フレーム分の現画像デ
ータＤｉ１全てを受信・入力するのに要する時間Ｔ１に対して、メモリ制御回路５Ａとメ
モリ５Ｂとの間でデータを転送する時間Ｔ２が遅れることは無く、メモリ制御回路５Ａと
メモリ５Ｂとの間のデータ転送ビット数Ｎ２を、入力データの転送ビット数Ｎ１よりも少
ないビット数に設定することが出来る。
【０２７１】
更に、入力画像が１画素当り２４ビットの画像データの場合には、１画素分の現画像デー
タＤｉ１が受信される時間内に、メモリ制御回路５Ａからメモリ５Ｂに出力されるデータ
量と、メモリ制御回路５Ａがメモリ５Ｂから読み出すデータ量との合計は、４８×（１／
６）＝８ビットとなるので、メモリ制御回路５Ａとメモリ５Ｂとを結ぶバスに、８ビット
幅のバスを使用することが可能となる。
【０２７２】
（実施の形態４の変形例３）
実施の形態４、並びに、その変形例１及び２において展開された技術的思想を、既述した
実施の形態１、実施の形態２及びその全変形例、並びに、実施の形態３及びその全変形例
に適用しても良い。
【０２７３】
その様な一例として、図３４に例示される実施の形態４の特徴を、図２３に例示される実
施の形態３に適用して得られる装置を、図４５のブロック図に示す。この場合には、実施
の形態３の利点に加えて、既述した実施の形態４の利点もまた重畳的に得られる。
【０２７４】
（付記）
以上、本発明の実施の形態を詳細に開示し記述したが、以上の記述は本発明の適用可能な
局面を例示したものであって、本発明はこれに限定されるものではない。即ち、記述した
局面に対する様々な修正や変形例を、この発明の範囲から逸脱することの無い範囲内で考
えることが可能である。
【０２７５】
例えば、図１等の図面において例示した画像データ処理装置あるいは画像データ処理部は
、集積回路として構成されていても良いし、更には、ソフトウェア処理対応のマイクロコ
ンピュータユニットの一機能部として構成されていても良い。後者の一例の場合には、図
１等の図面に例示された画像データ処理部内の各回路は、当該回路が呈する機能を奏する
機能部として実現される。
【０２７６】
【発明の効果】
本発明によれば、画像データの時間的な変化に応じて液晶の応答速度が速くなる様に画像
データを補正すると共に、周囲温度に応じて液晶の応答速度が適切になる様に画像データ
の補正量を制御するので、周囲温度が変化した場合であっても液晶の応答速度を適切に制
御することが出来る。
【０２７７】
加えて、本発明によれば、画像データの時間的な変化を検出する際に、一旦画像データを
圧縮した上で、第１復号化画像及び第２復号化画像に基づいて輝度値の変化量を算出し、
算出された変化量データと現画像データとから１フレーム前の画像を再生し、現画像と再
生された１フレーム前の画像とから現画像の輝度値を補正するので、現画像の１フレーム
前の画像を出力するための遅延回路内の記憶容量を格段に削減することが出来ると共に、
画質の劣化を抑えることも出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施の形態１に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】　実施の形態１に係る画像データ処理回路における動作を示すフローチャートで
ある。
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【図３】　実施の形態１に係る画像データ補正回路の構成例を示すブロック図である。
【図４】　実施の形態１に係るＬＵＴ保有回路が保有するデータ構造を模式的に示す図で
ある。
【図５】　画像データの輝度が変化する場合における液晶の応答速度の一例を示す図であ
る。
【図６】　画像データの輝度変化が無い場合における液晶の応答速度の一例を示す図であ
る。
【図７】　液晶の応答速度の一例を示す図である。
【図８】　補正量の一例を示す図である。
【図９】　補正候補現画像データの一例を示す図である。
【図１０】　画像データの輝度が変化する場合における液晶の応答速度の一例を示す図で
ある。
【図１１】　液晶の応答速度の一例を示す図である。
【図１２】　補正量の一例を示す図である。
【図１３】　補正候補現画像データの一例を示す図である。
【図１４】　現画像データ、補正現画像データ及び表示輝度間の関係を模式的に示すタイ
ミングチャートである。
【図１５】　符号化及び復号化処理により生じ得る誤差が１フレーム前再生画像データに
与える影響の有無を示す図である。
【図１６】　実施の形態１に係る画像データ補正回路の別の構成例を示すブロック図であ
る。
【図１７】　実施の形態１に係る画像データ補正回路の更に別の構成例を示すブロック図
である。
【図１８】　実施の形態２に係る画像データ補正回路の構成例を示すブロック図である。
【図１９】　実施の形態２の変形例１に係る画像データ補正回路の構成例を示すブロック
図である。
【図２０】　被削減化ＬＵＴ保有回路が保有するデータ構造を模式的に示す図である。
【図２１】　補間回路の動作を模式的に示す図である。
【図２２】　実施の形態２の変形例２に係る画像データ補正回路の構成例を示すブロック
図である。
【図２３】　実施の形態３に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図２４】　実施の形態３に係る画像データ補正回路の構成例を示すブロック図である。
【図２５】　実施の形態３に係るＬＵＴ保有回路が保有するデータ構造を模式的に示す図
である。
【図２６】　補正現画像データの一例を模式的に示す図である。
【図２７】　実施の形態３に係る液晶表示装置に関して、符号化及び復号化処理により生
じ得る誤差が１フレーム前再生画像データに与える影響の有無を示す図である。
【図２８】　実施の形態３の変形例１に係る画像データ処理回路における動作を示すフロ
ーチャートである。
【図２９】　実施の形態３の変形例１に係る画像データ補正回路の構成例を示すブロック
図である。
【図３０】　実施の形態３の変形例１に係る被削減化ＬＵＴ保有回路が保有するデータ構
造を模式的に示す図である。
【図３１】　実施の形態３の変形例１に係る補間回路の動作を模式的に示す図である。
【図３２】　実施の形態３の変形例２に係る画像データ処理回路における動作を示すフロ
ーチャートである。
【図３３】　実施の形態３の変形例２に係る画像データ補正回路の構成例を示すブロック
図である。
【図３４】　実施の形態４に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図３５】　実施の形態４に係る画像データ処理回路における動作を示すフローチャート

10

20

30

40

50

(46) JP 3673257 B2 2005.7.20



である。
【図３６】　実施の形態４に係る補正データ生成回路が有するＬＵＴを模式的に示す図で
ある。
【図３７】　実施の形態４における圧縮符号化処理を示す図である。
【図３８】　実施の形態４における圧縮符号化処理を示す図である。
【図３９】　実施の形態４における圧縮符号化処理を示す図である。
【図４０】　実施の形態４の変形例１における圧縮符号化処理を示す図である。
【図４１】　実施の形態４の変形例２に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図４２】　実施の形態４の変形例２における間引き処理を示す図である。
【図４３】　実施の形態４の変形例２における間引き処理を示す図である。
【図４４】　実施の形態４の変形例２における平滑化処理を示す図である。
【図４５】　実施の形態４の変形例３に係る液晶表示装置の一例を示すブロック図である
。
【図４６】　先行文献における間引き処理の問題点を示す図である。
【符号の説明】
１　入力端子、２　受信回路、３　画像データ処理部、４　符号化回路、５　遅延回路、
６　第１復号化回路、７　第２復号化回路、８　変化量算出回路、９１フレーム前画像再
生回路、１０　画像データ補正回路、１１　液晶表示パネル、１２　温度制御部、１３　
第１ルックアップテーブル保有回路、１４　第２ルックアップテーブル保有回路、１５　
補正量制御回路。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

(49) JP 3673257 B2 2005.7.20



【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】
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【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】
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【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】 【 図 ４ ５ 】
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【 図 ４ ６ 】
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